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データで知る帯広
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障害者差別解消法が施行
されます…………
　　　　　　　　■

町内会で育てよう
地域の輪 ……………
　　　　　　　　■

予防接種で病気を防ぐ　
　 ……………………

人間ドック・脳ドックの
申し込みを受け付けます
 　…………………… 6
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２月末の人口と世帯数

２月の火災発生件数

２月の家庭ごみ排出量

人口▶168,404人
 （前月比ー89人）

  男 ▶80,328人
  女 ▶88,076人
世帯▶85,861世帯
 （前月比ー61世帯）

ご　み　量 1,671ｔ
 （前年同月比+70ｔ）

資源ごみ（Sの日）量 551ｔ
 （前年同月比+35ｔ）
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フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

平成２８年度の人間ドック・脳
ドックの申し込みを４月
６日（水）から12日（火）まで受
け付けます。
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持続可能な地域経済をつくる
新たな仕事や、十勝・帯広への人の流れを創出し、地
域経済の活性化を促します。

未来を拓くひとをつくる
子どもたちの健やかな成長や、多様な人の活躍促進な
ど、地域の未来をつくる人材を育成します。

安心できるまちをつくる
健康で生きがいのある暮らしや、災害への備えなど、
快適で安心して生活できる暮らしの実現に努めます。

1

2

3

一般会計 837億3100万円 2.4％

特別会計 518億2400万8000円 3.5％

企業会計 151億7132万9000円 1.0％

合　　計 1507億2633万7000円 2.4％

予 算 額 前 年 比会 計 名

　平成28年度予算案は、３月１日から開催されている第１回定例市議会で審議されています。
　　　　　　　財政課（市庁舎５階、☎65・4106）問い合わせ

（９会計合計）

（２会計合計）



上記の事業は、第１回定例市議会で審議中であり、今後内容などが変更になることがあります。あらかじめご了承ください。
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平成28年度 予算案のポイント主な事業を紹介します。
一部平成27年度補正予算に
よる前倒し分を含みます。

持続可能な地域経済をつくる 未来を拓くひとをつくる

安心できるまちをつくる

総額 34億4181万5000円

総額 71億5320万5000円

総額 12億9240万6000円

　公共施設などの適切な管理
○（仮称）公共施設マネジメント計画の策定 【720万2000円】

○鉄南コミセンの耐震補強工事、川西合同庁舎の耐震診断　　
　…………………………………………… 【3205万2000円】

○橋りょう・公園・市営住宅・上下水道などの点検・補修　　
　……………………………………… 【10億570万2000円】

　広域連携の推進
○消防広域化の運用を開始 ……………【16億2163万1000円】

　防災・安全安心
○空き家などの対策、新たな放置空き家などの発生抑制の検討
　…………………………………………………… 【300万円】

○水槽付消防ポンプ自動車、高規格救急自動車の更新（事業費
は、とかち広域消防事務組合への分担金額） 【608万5000円】

○浸水リスクの把握を目的とした、シミュレーションを実施 
　………………………………………………… 【2300万円】

　地域包括ケア・高齢者福祉
○（仮称）まちなか交流サロンの開設支援 ……… 【185万円】

○生活支援コーディネーターの配置 …………【569万6000円】

○認知症初期集中支援チームの設置など ……【335万8000円】

　障害者福祉
○手話言語条例制定に伴う講演会の開催など…【897万6000円】

　良好な環境の確保
○省エネ機器（HEMS※６)導入に対する補助…………【42万円】

○ＰＭ2.5（微小粒子状物質）の測定 ……… 【42万4000円】

○家庭から出る剪定枝の無料受け入れ（春、秋、各１回を予定）
　　…………………………………………… 【43万2000円】

　社会基盤の整備
○清流の里地区に新たな福祉　　　　　　　　　　　　　　　
センターを建設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　…【1億2088万4000円】

○園路の段差解消や多目的トイレなどの整備による公園のバリ
アフリー化……………………………………… 【6030万円】

　景気対策事業（一部再掲）
○規模や時期に配慮した発注や、雇用の確保対策など　　　　
　……………………………………… 【4億6931万8000円】

　観光振興・交流促進
○十勝におけるアウトドアのブランド化に向けた調査、十勝ア
ウトドアＤＭＯ※１設立に向けた調査 ……… 【1000万円】

○2017冬季アジア大会の開催（帯広ではスピードスケート競技
を実施）…………………………………… 【9019万7000円】

○空港ターミナルビルの

　機能拡充に対する支援

　　……【5億324万円】

　商工業振興、イノベーション創発
○日本トップクラスの「食」のブランドづくりの推進　　　 
　………………………………………………【643万1000円】

○十勝・イノベーション・エコシステム（創業・起業支援シス
テム）の推進 ……………………………… 【2963万7000円】

　農業の振興・ＴＰＰ対策
○十勝型GAP※２の導入促進 ……………………… 【400万円】

○農業者のICT機材導入や経営規模拡大などに対する制度融資
事業の拡充…………………………………… 【3億2064万円】

○農業用GPS基地局の整備費を補助……………… 【450万円】

○加工用馬鈴薯選別貯蔵施設の整備費を補助　　　　　　　 
　……………………………………… 【6億2073万5000円】

○中小企業のHACCP※３導入の効果や支援制度をまとめた事
例集の作成……………………………………【235万9000円】

　少子化対策、子育て支援の充実
○保育所の育休退所制度の廃止 …………………… 【881万円】

○(仮称)第２緑ヶ丘児童保育センターの建設 【1億2503万4000円】

○認定こども園などへの給付 ………… 【4億3474万3000円】

○へき地保育所の認可化に向けた取り組みの推進　　　　　 
　……………………………………… 【2億5406万7000円】

○中学３年生を対象としたピロリ菌検査 ……【152万4000円】

○日本脳炎の定期予防接種化 ……………… 【5080万1000円】

○男性の育児休業取得を促進するため、子育て応援事業所促進
奨励金の要件見直し……………………………… 【750万円】

　人材の育成・確保
○U I Jターン※４希望者への情報発信や就業相談など　　　　 
　…………………………………………… 【3439万2000円】

○地域の経済発展に寄与する人材を帯広畜産大学と共同で育成 
　………………………………………………【558万2000円】

　教育環境などの充実
○歯科衛生士の養成に向けた支援 ……………… 【1000万円】

○学校を中心に活動するボランティアなどの取り組みに対する
支援を目的とした、こども学校応援地域基金の創設　　　 
　………………………………………………… 【1000万円】

○学校トイレの洋式化…………………………… 【1400万円】

○柏小学校のトイレ大規模改修 ……… 【1億5768万7000円】

○動物展示施設の整備や動物の購入などを目的とした、おびひ
ろ動物園ゆめ基金の創設 ………………………… 【400万円】

○新たな総合体育館の整備に向けたPFI ※５アドバイザリー業務
の実施や事業用地の取得など …………… 【3710万5000円】

重点１重点１ 重点2重点2

重点3重点3

空港ターミナルビル完成イメージ

せんてい

※1 DMO……多様な関係者と協同しながら、観光地域づくりを実
現するための戦略を策定し、その戦略を実施する組織

※2 GAP …… 農業生産工程の正確な実施、記録、点検、評価など
を行うことによる持続的な改善活動

※3 HACCP…食品を製造する際に潜む危険を科学的に記録、分析
した上で、安全管理基準を高める衛生管理の手法

※4 U I Jターン…移住の流れを、地図上の動きからアルファベットに
なぞらえたもの

 Ｕ＝地方から都市へ移住し再び地方へ移住
 Ｉ＝都市から地方へ移住
 Ｊ＝地方から大都市へ移住し地方近郊の中規模都市へ移住
※5 PFI………公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の

資金と能力を活用して行う手法　　　　
※6 HEMS… 家庭で使うエネルギーを節約するための管理システ

ム。家電の電力使用量などを｢見える化｣したり、機
器を｢自動制御｣するもの

用語解説

ギャップ

ハサップ

ヘムス

ばれいしょ
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リラクゼーション室休室のお知らせ　１月１日(祝)、11日(祝)は、保健福祉センターのリラクゼーション室はお休みします。　問健康推進課（東８南13、保
健福祉センター内、☎25・9721）
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◇一般会計の歳入と歳出

市民１人当たりの予算（一般会計）

◇特別会計

◇企業会計

平成28年１月末現在の人口16万8493人で換算

○市税 ……………………………………………… 12万9518円
○国・道からの交付金、補助金など ………………24万380円
（交付税、交付金、国・道補助金など）
○施設の使用料など …………………………………1万9514円
（分担金、使用料、財産収入など）    
○貯金の取り崩し（繰入金）…………………………… 1153円
○貸付金など（諸収入） ……………………………7万7348円
○借金（市債） ………………………………………2万9028円

○庁舎の管理、防災など（議会費、総務費など）…4万1360円
○福祉・保健衛生など（民生費、衛生費） …… 22万8649円
○産業振興など（労働費、農林水産業費、商工費）…7万5195円
○道路・公園整備など（土木費） ……………………3万7955円
○消防関係（消防費） …………………………………1万9255円
○学校教育、文化・スポーツ振興など（教育費） ……4万7円
○借金の返済（公債費） ……………………………5万4520円

※　普通会計とは、全国の自治体の財政状況を比較するための会計の基準です。
本市では、一般会計に中島霊園事業会計と空港事業会計を加えたものです。

国民健康保険会計 203億1908万3000円 3.8％

➡

 国民健康保険事業 

後期高齢者医療会計 20億1795万7000円 4.7％

➡

 後期高齢者医療給付事業

介護保険会計 132億3073万6000円 2.1％　 介護保険事業

中島霊園事業会計 6193万9000円 0.8％

➡

 中島霊園の管理

簡易水道事業会計 7364万8000円 28.1％　 簡易水道の整備、管理

農村下水道事業会計 1億3148万円 10.9％　 農村地区の下水道整備、管理

ばんえい競馬会計 147億8910万5000円 14.1％　 ばんえい競馬の開催

駐車場事業会計 1億113万8000円 2.8％

➡

 市営駐車場の管理

空港事業会計 10億9892万2000円 90.2％　 とかち帯広空港の管理

会 計 名 使 　 途予 算 額 前年比

水道事業会計 74億3921万8000円 0.0％　 水道の整備、管理

下水道事業会計 77億3211万1000円 1.9％

➡

 下水道の整備、管理

会 計 名 使 　 途予 算 額 前年比

歳入合計
837億
3100万円
(2.4% 　)

歳出合計
837億
3100万円
(2.4%　)

【市税】
市民の皆さんや法人が
納める税金
218億2285万9000円
26.1％（1.5％　）

【国庫支出金】
国からの補助金など
148億7165万3000円
17.8％（7.4％　）

【商工費】
商工業振興、観光振興
などの経費
85億8590万7000円
10.3％（11.3％

➡

）

【教育費】
学校教育、生涯学習
などの経費
67億4084万8000円
8.1％（2.0％　）

【土木費】
道路、公園、住宅の
整備・管理などの経費
63億9516万4000円
7.6％（0.2％

➡

）

【衛生費】
健康、母子保健、清掃、環境
モデル都市推進などの経費
50億8806万円
6.1％（1.9％　）

【公債費】
借金を返済するための
元利償還金などの経費
91億8628万5000円
11.0％（4.8％　）

【その他】
消防費、議会費などの経費
62億2303万3000円
7.4%(21.3%　)

【農林水産業費】
農林業振興などの経費
39億7826万8000円
4.7％（4.2％

➡

）【総務費】
人事、徴税、戸籍など
他に分類されない経費
40億9583万9000円
4.9％（6.0％

➡

）

【その他】
使用料・手数料など
94億1817万3000円
11.2％（10.2％　）

【市債】
長期的な借入金
48億9107万7000円
5.8％（24.8％

➡

）

【道支出金】
道からの補助金など
53億8498万8000円
6.4％（4.6％　）

【諸収入】
預金利子、貸付金返還金など
130億3262万4000円
15.6％（14.3％　）

【地方交付税】
国が一定基準に基づき
市に交付するもの
143億962万6000円
17.1％（3.7％

➡

）

【民生費】
高齢者、障害者、子どもなど
を支援する経費
334億3759万6000円
39.9％（5.4％　）

収入 合計　49万6941円

支 出 合計　49万6941円

　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度末基金現在高見込（※普通会計）
　　　　　　　　　　　　　　　40億4495万円を人口で割った金額。
○平成27年度末と比較して1894円の減少

貯金額　2万4006円

　　　　　　　　　　　　　　　平成28年度末市債現在高見込（※普通会計）
　　　　　　　　　　　　　　　944億2836万4000円を人口で割った金額。
○平成27年度末と比較して1万5193円の減少

借金額　56万429円

※％は構成比、（　）内の％は前年度対比を表しています。
※歳出の各科目には、それぞれ関係する職員の給与費が含まれています。
　 （給与費総額は86億8623万4000円）

歳出

歳入
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世
界
の
動
き

　平
成
18
年
12
月
に
国
連
で
�
﹁
障
害

者
権
利
条
約
﹂
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
�

条
約
に
は
�
障
害
に
よ
る
差
別
を
な
く

す
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
�

　欧
米
諸
国
や
オ
�
ス
ト
ラ
リ
ア
�
韓

国
な
ど
多
く
の
国
で
は
�
障
害
者
が
日

常
生
活
・
社
会
生
活
を
送
る
上
で
の
機

会
の
平
等
を
保
障
す
る
︵
差
別
を
禁
止

す
る
︶
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
�

日
本
の
動
き

　条
約
に
批
准
※

す
る
た
め
�
障
害
者

基
本
法
な
ど
の
関
係
法
令
が
整
備
さ
れ
�

平
成
26
年
２
月
に
日
本
で
効
力
が
発
生

し
ま
し
た
�

※
批
准

　国
同
士
の
約
束
事
で
あ
る
条

約
を
守
る
た
め
の
手
続
き
の
こ
と
で
す
�

　障
害
者
差
別
解
消
法
は
�
全
て
の
人

が
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
�
お
互
い

の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
�
平

成
25
年
6
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
�

　こ
の
法
律
に
は
�
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
�
行
政
機

関
や
民
間
事
業
者
の
禁
止
事
項
や
義
務

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
�︵
表
︶

社
会
的
障
壁
で
障
害
が
生
じ
る

　こ
れ
ま
で
﹁
障
害
﹂
と
は
�
目
が
見

え
な
い
�
歩
け
な
い
な
ど
�
個
人
の
機

能
障
害
だ
け
か
ら
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
�
近
年
は
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
�
個
人
の
機
能
障
害
の
こ
と
を
考

え
ず
に
つ
く
ら
れ
た
社
会
の
仕
組
み
︵
建

物
や
制
度
�
偏
見
な
ど
の
社
会
的
障
壁
︶

に
よ
�
て
�
障
害
が
生
じ
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
�
て
き
ま
し
た
�

障
害
に
対
す
る
差
別
・
配
慮

　障
害
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
�
正
当

な
理
由
な
く
サ
�
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

し
た
り
�
制
限
し
た
り
�
条
件
を
付
け

る
こ
と
は
差
別
に
な
り
ま
す
�

　ま
た
�
そ
の
人
に
と
�
て
暮
ら
し
に

く
く
し
て
い
る
社
会
的
障
壁
を
取
り
除

く
た
め
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
�

　法
律
で
は
�
障
害
の
あ
る
人
や
�
そ

の
家
族
な
ど
の
支
援
者
か
ら
�
何
ら
か

の
配
慮
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
�
負

担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
�
そ
の
社

互
い
に
支
え
合
う
共
生
社
会
を
目
指
す

　
４
月
１
日
か
ら
、
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
法
律
や
障
害
の
こ
と
を
知
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
障
害
福
祉
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
７
）

問
い
合
わ
せ

障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
な

﹁
合
理
的
配
慮
﹂
を
行
う
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
�
合
理
的
配
慮
を
行
わ
な
い

こ
と
で
�
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
利
益

が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
�
差
別
に
当
た

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
�

障
害
・
差
別
・
配
慮
の

捉
え
方

多
く
の
国
が
障
害
に
よ
る

差
別
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る

行
政
機
関
の
取
り
組
み
方
針

　国
は
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
�
政
府
全
体
の
方
針
を

示
す
﹁
基
本
方
針
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
�

ま
た
�
各
省
庁
は
職
員
向
け
に
差
別
や

配
慮
の
具
体
例
を
示
し
た
﹁
対
応
要
領
﹂

と
�
担
当
す
る
分
野
の
民
間
事
業
者
向

け
に
﹁
対
応
指
針
﹂
を
作
成
し
ま
し
た
�

こ
れ
ら
は
内
閣
府
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
�

　帯
広
市
で
は
�﹁
職
員
対
応
要
領
﹂
を

定
め
て
�
職
員
研
修
を
実
施
す
る
な
ど

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
�
な
お
�
職
員
対
応
要
領
は

市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
�

　障
害
の
種
類
や
重
さ
な
ど
に
よ
り
�

障
害
の
あ
る
人
に
と
�
て
社
会
的
障
壁

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
�
ま
ず
は
�
ど
ん
な

障
害
が
あ
�
て
�
そ
の
障
害
に
よ
り
ど

ん
な
困
り
ご
と
が
あ
る
の
か
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
�

　次
頁
で
�
障
害
の
種
類
や
そ
の
特
性
�

社
会
的
障
壁
な
ど
の
例
を
一
部
紹
介
し

て
い
ま
す
�
障
害
の
特
性
を
知
�
て
�

そ
の
人
が
暮
ら
し
に
く
い
こ
と
を
取
り

除
く
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
�

家
族
や
友
達
�
学
校
や
職
場
で
話
し
合

�
て
み
ま
し
�
う
�
ま
た
�
北
海
道
が

作
成
し
た
﹁
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
よ

り
よ
い
対
応
が
で
き
る
サ
ポ
�
ト
ブ
�

ク
﹂
に
は
�
対
応
例
な
ど
が
分
か
り
や

す
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
�
北
海
道
や

市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
�
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
�

障
害
の
こ
と
を
考
え
る

出
前
講
座
に
伺
い
ま
す

　帯
広
市
で
は
�﹁
ひ
と
に
や
さ
し
い
�

ひ
と
が
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
目

互
い
に
支
え
合
う

共
生
社
会
を
目
指
す

指
し
て
�
ノ
�
マ
ラ
イ
ゼ
�
シ
�
ン
※

の
推
進
を
は
じ
め
�
障
害
や
障
害
の
あ

る
人
へ
の
理
解
を
進
め
る
た
め
�
職
場

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
集
ま
り
な
ど
に
訪

問
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
�

話
を
聞
い
て
み
た
い
と
思
�
た
ら
�
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
�

一
緒
に
考
え
ま
し
�
う
�

※
ノ
�
マ
ラ
イ
ゼ
�
シ
�
ン

　障
害
の
あ
る
人
が
特
別
視
さ
れ
る
こ

と
な
く
�
一
般
社
会
の
中
で
普
通
に
生

活
し
�
と
も
に
生
き
る
社
会
こ
そ
が
普

通
︵
ノ
�
マ
ル
︶
の
社
会
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
で
す
�

障
害
に
よ
る
差
別
を

な
く
す
た
め
の
法
律

北海道が作成したサポートブック

表　「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮の不提供」が禁止されます

不当な差別的取扱い 合理的配慮の提供

国の行政機関・
地方公共団体

民間事業者
（個人事業者・
NPOなどの
非営利事業者も含む）

不当な差別的
取扱いが
禁止されます。

禁止

障害者に対し、
合理的配慮を
行わなければ
なりません。

法的
義務

障害者に対し、
合理的配慮を行う
よう努めなければ
なりません。

努力
義務

ポイントポイント

障害を理由とする差別や配慮の例
　  差別的取扱い

・車いすを使用していることを理由に入店を断られた。

・発達障害のある子どもが同伴していることを伝えたと

ころ、入店を断られた。

〇合理的配慮

・車いすで入店するための配慮を求められたら、段差に

スロープを渡したり、車いすが通れるスペースを確保

する。難しい場合は、人手で移動を支援する。

・発達障害のある子どもが利用しやすいよう、個室など

を案内できる選択肢を提供する。

配慮が過度の負担となる場合

　配慮が負担になり過ぎる理由を説明して、サービスが

提供できないこと、制限や条件をつけることに納得して

もらえるよう努めなければなりません。

Restaurant

知的障害のある人が描いた絵
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視覚障害

聴　覚・

言語障害

内部障害

知的障害

発達障害

精神障害

障害の種類やその特性、社会的障壁などの例

手や足に、切断や機能障害のある
人、座ったり立ったり、姿勢を保つ
ことが困難な人、脳性まひの人など
がいます。

・書類の記入などの細かい作業
・立つ、歩くこと
・高い所にある物や、落とした物を
取ること

・周囲の温度に応じた体温調節
・言語を話すこと
・自分の意思を伝えること

・慣れていない場所で１人で移動す
ること

・文字を読むことや書類に文字を記
入すること

・音声から情報を得ること
・言いたいことを正確に伝えること

・重い荷物を持ったり、長時間立っ
ているなどの
身体的負担を
伴う行動

・話の内容を理解すること
・自分の考えや気持ちを表現するこ
と

・複雑な話や抽象的な概念を理解
すること

・判断したり、見通しをもって考え
ること

・読み書きや計算
・困ったときに自分から助けを求め
ること

・突発的な出来事や予定の変更へ
の対応

・時間の管理
・大きな音や不快な音
・相手の話を理解すること、思いを
うまく伝えること

・読み書きや計算
・欲しいもの、やりたいことを我慢
すること

・じっとしていること

・ストレス、プレッシャーが大きい
仕事、役割

・人と対面することや対人関係、コ
ミュニケーションをとること

・自分のことと他人のことを区別す
ること

・段差や階段、手動ドアなど
・高い棚
・記入欄の狭い書類など

・段差や階段、障害物など
・文字だけの書類など

・外見からは聞こえないことが分か
りにくいこと

・声を出して話せたり補聴器を付け
たりしているため、聞こえている
と誤解されること

・音声のみでの案内
・大勢の中での会話
・口の動きが見えない話し方（マス
クや口の動きが小さいなど）

・外見から分かりにくいため、障害
者と認識されにくいこと

・並んで順番を待つ仕組み
・たばこの煙
・使用できるトイレが少ない

・漢字や表現が難しい資料
・抽象的な表現
・あいまいな指示

・急な予定変更、指示
・大勢の人がいる場所や騒がしい
場所

・じっと待っていなければならない
仕組み

・重圧のかかる言葉使い、態度
・大声
・あいまいな表現

・スロープ、エレベーター、エスカ
レーター、自動ドアなどの設備の
整備や、移動を手伝うため手を貸
す

・物を代わりに取る、拾う
・代筆する

・点字ブロックなどの設備の整備や、
点字ブロックの上に物を置かな
い、誘導者の腕などにつかまって
もらい誘導するなど

・読み上げ、点字、代筆など

・文字や絵を利用した情報提供
・手話、要約筆記、筆談、口話、空

書き（空中に字を大きく書くそぶ
り）など

・座って待てる仕組み
・分煙
・オストメイトトイレ、多目的トイ
レの設置

・ルビを振った資料
・具体的な表現、指示

・丁寧な説明
・別室を用意する

・丁寧な説明
・具体的な表現
・他人の視線を遮断する仕切り

全く見えない人と、見えづらい人が
います。
見えづらい人の中には、細部がよく
見えない、光がまぶしい、暗いとこ
ろで見えにくい、視野の一部が欠け
たり、筒をのぞいているような見え
方などの人がいます。
また、特定の色が分かりにくい人も
います。

全く聞こえない人と、聞こえにくい
人がいます。
また、言語障害を伴う人と、ほとん
ど伴わない人がいます。
言語障害のある人は原因によって、
聴覚障害を伴う場合があります。

内臓機能の障害のことで、心臓、呼
吸器、じん臓、ぼうこう・直腸、小
腸、肝臓、免疫機能の７種類の機能
障害があります。
障害により、ペースメーカー、人工
呼吸器を使用していたり、排泄口
（ストマ）の造設、人工透析で通院
している人もいます。外見からは障
害があることが分からない人が多
く、体力がなくて、疲れやすいのも
特徴です。

先天性または出生時などに、脳に何
らかの障害を受けたために知的な
発達が遅れ、他人とのコミュニケー
ションなどの社会生活に困難が生
じる障害です。

自閉症、アスペルガー症候群などの
広汎性発達障害（ＰＤＤ）、学習障
害（ＬＤ）、注意欠陥多動性障害
（ＡＤＨＤ）など、脳機能の障害で
す。通常は低年齢に症状が現れま
すが、大人になってから障害が分か
る人もいます。また、いくつかの障
害が重複していることも多いです。

統合失調症、気分障害（うつ病な
ど）などのさまざまな精神疾患によ
り、日常生活や社会生活がしづらく
なる障害です。
適切な治療・服薬と周囲の配慮が
あれば症状をコントロールできるた
め、大半の人は地域社会の中で生
活しています。

肢体不自由

※紹介しているものは一例です。障害の種類や個人によって、苦手なこと、社会的障壁はさまざまなので、合理的配慮も状況に応じて変わります。

特　性障害の種類 困難・苦手なことの例 社会的障壁の例 合理的配慮の例

そら

が

これ

それ

あれ

??
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　健
康
を
維
持
し
て
健
や
か
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
�
日
頃
か
ら
病
気
に
な

り
に
く
い
生
活
習
慣
と
定
期
的
な
検
査

な
ど
の
自
己
管
理
が
大
切
で
す
�

　40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
︵
国
保
︶

加
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
を
対
象
に
�
指
定
の
医
療
機
関
で
人

間
ド
�
ク
と
脳
ド
�
ク
を
実
施
し
ま
す
�

自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
�
病
気
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
し
�
う
�

　ま
た
�
健
診
結
果
を
も
と
に
保
健
指

導
を
行
�
て
い
ま
す
�
こ
れ
ら
で
病
気

を
予
防
し
て
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
�
う
�

　国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
２

区
分
で
募
集
し
ま
す
�

　た
だ
し
�
当
選
後
に
市
外
へ
転
出
し

た
時
や
�
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
は
�
受
診
で
き
ま
せ
ん
�

　昭
和
16
年
11
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ド
�

ク
対
象
者
で
す
�

　昭
和
16
年
11
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
は
国
保
の
ド
�
ク
対
象
者
で
す
�

国
保
加
入
者

　次
の
①
�
④
を
全
て
満
た
す
人

①
市
内
在
住
者
で
昭
和
51
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
40
歳
以
上
の
人

②
75
歳
に
な
る
前
に
受
診
で
き
る
人

③
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な
い
世

帯
の
人
︵
平
成
28
年
４
月
15
日
ま
で
に

納
付
し
た
人
︶

④
脳
ド
�
ク
は
�
平
成
27
年
度
国
保
脳

ド
�
ク
を
受
診
し
て
い
な
い
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　次
の
①
�
③
を
全
て
満
た
す
人

①
市
内
在
住
者

②
国
民
健
康
保
険
料
�
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
に
未
納
が
な
い
世
帯
の
人︵
平

成
28
年
４
月
15
日
ま
で
に
納
付
し
た
人
︶

③
脳
ド
�
ク
は
�
平
成
27
年
度
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
脳
ド
�
ク
を
受

診
し
て
い
な
い
人

定
員
︵
い
ず
れ
も
抽
選
︶

人
間
ド
�
ク

　国
保
４
５
０
人

　後
期

高
齢
者
医
療
制
度
50
人

脳
ド
�
ク

　国
保
７
０
０
人

　後
期
高

齢
者
医
療
制
度
１
０
０
人

申
し
込
み
は
ど
ち
ら
か
１
人
１
回

　人
間
ド
�
ク
か
�
脳
ド
�
ク
の
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
�
両
方
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
�
申
し
込
み

が
重
複
し
た
場
合
は
�
ど
ち
ら
も
無
効

に
な
り
ま
す
�

　電
話
や
フ
�
ク
ス
�
ハ
ガ
キ
に
よ
る

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
�

◆
郵
送
・
持
参
で
の
申
し
込
み

　専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
�
国
保
課
へ
郵
送
�
ま
た
は
国
保

課
�
川
西
支
所
�
大
正
支
所
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
�

申
込
書
の
配
布
場
所

　国
保
課
�
川
西
支
所
�
大
正
支
所
�

各
コ
ミ
セ
ン
�
大
空
会
館
�
市
ホ
�
ム

ペ
�
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
�

送
付
先

　〒
080
・
8670
西
５
条
南
７
丁
目
１

　帯
広
市
国
保
課
ド
�
ク
受
付
係

◆
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
で
の
申
し
込
み

　市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
か
ら
申
し
込

み
で
き
ま
す
�
人
間
ド
�
ク
�
脳

ド
�
ク
の
入
力
フ
�
�
ム
は
そ
れ

ぞ
れ
別
に
な
�
て
い
る
の
で
�
注

意
し
て
く
だ
さ
い
�

HPh
ttp

://w
w
w
.city

.o
b
ih
iro

.h
o

k
k
a
id
o
.jp

/sh
im

in
k
a
n
k
y
o
u
b
u
/

k
o
k
u
h
o
k
a
/a
5
5
0
4
0
7
.h
tm

l

脳
ド
�
ク
申
し
込
み
の
注
意
点

　脳
疾
患
で
治
療
中
ま
た
は
治
療
後
の

経
過
観
察
中
の
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
�
ま
た
�
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
強
力
な
磁
気

が
発
生
し
ま
す
�
体
内
に
ペ
�
ス
メ
�

カ
�
や
埋
め
込
み
型
除
細
動
器
�
人
工

内
耳
�
ス
テ
ン
ト
�
脳
動
脈
瘤
ク
リ
�

プ
�
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
�

溶
接
な
ど
に
よ
り
眼
に
金
属
片
が
混
入

し
た
可
能
性
の
あ
る
人
�
磁
石
式
入
れ

歯
�
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
�
そ
の
他
金
属
と

思
わ
れ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
る
人
�

ア
�
ト
眉
な
ど
の
ア
�
ト
メ
イ
ク
が
あ

る
人
は
�
や
け
ど
や
医
療
機
器
誤
動
作

な
ど
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
�
必
ず
主
治
医
な
ど
に
確
認

の
上
�
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

決
定
通
知
書
と
受
診
券
の
送
付

　応
募
が
多
い
と
き
は
�
過
去
の
ド
�

ク
受
診
年
度
な
ど
を
考
慮
し
て
抽
選
で

決
定
し
ま
す
�

 

結
果
の
通
知
は
５
月
中
旬

　当
選
し
た
人
に
は
ド
�
ク
受
診
券︵
決

定
通
知
書
︶
を
�
抽
選
に
外
れ
た
人
に

は
結
果
通
知
書
と
特
定
健
診
・
後
期
高

齢
者
健
診
受
診
券
を
同
封
し
て
�
５
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
�

　希
望
と
は
異
な
る
医
療
機
関
に
決
定

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
�
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
�
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
�

　ド
�
ク
は
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

健
診
と
併
せ
て
実
施
す
る
の
で
�
決
定

通
知
書
が
健
診
の
受
診
券
を
兼
ね
ま
す
�

受
診
に
は
予
約
と
負
担
金
が
必
要
で
す

　当
選
し
た
人
は
�
医
療
機
関
に
予
約

し
て
�
受
診
し
て
く
だ
さ
い
�
医
療
機

関
に
よ
�
て
は
�
あ
ら
か
じ
め
日
程
が

決
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
�

受
診
期
間

　６
月
１
日
㈬
�
平
成
29
年

３
月
31
日
㈮

受
診
負
担
金

　５
０
０
０
円

※

受
診
時
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
�

健
診
結
果
に
基
づ
く
事
後
指
導

　健
診
結
果
に
よ
り
�
市
の
保
健
師
が

文
書
や
電
話
�
訪
問
に
よ
る
事
後
指
導

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
�

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が
対
象

　
平
成
28
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
を
、
４
月
６
日
㈬
か
ら
12
日
㈫
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
て
病
気
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
で

病
気
を
早
期
発
見

対
象
者
は
40
歳
以
上

満
75
歳
に
な
る
人
は
誕
生
日
で
区
分

申
し
込
み
は
専
用
の
申
込
書

郵
送
、持
参
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

受
付
期
間
は

４
月
６
日
㈬
〜
12
日
㈫

　▼
郵
送
は
12
日
㈫
消
印
有
効

　▼
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
は
12
日
㈫

　
　24
時
入
力
完
了
分
ま
で
有
効

帯広市  各種ドック　 検索

検査項目一覧
□ 血圧測定・血液検査
□ 肺機能検査
□ 腹部エコー検査
□ 胸部レントゲン検査
□ 胃レントゲン検査
　（医療機関により胃内視鏡検査）
□ 尿検査・大腸検査（検便）
□ 身体測定など

人間ドック

脳ドック

□ ＭＲＩ検査（脳断層撮影）
□ ＭＲＡ検査（脳血管撮影）
□ 血圧測定
□ 血液検査
□ 尿検査
□ 身体測定など

「人間ドック」・「脳ドック」申し込みと受診の流れ

① 40歳以上
② 75歳になる前に受診できる人
③ 国保保険料に未納がない世帯の人
④ 脳ドックは平成27年度に国保脳
ドックを受診していない人

① 国保保険料、後期高齢者医療保
険料に未納がない世帯の人

② 脳ドックは平成27年度に国保、
後期高齢者医療制度脳ドックを
受診していない人　

対  象  者（市内在住者）

国民健康保険の加入者（4月1日現在） 後期高齢者医療制度の加入者

申し込み（受付期間：４月６日(水)～12日(火））

抽選（申込者が定員を超えた場合）

受診券
（決定通知書）の送付

事後指導

申込書の郵送、持参、またはインターネットで申し込み

5月中旬予定

健診結果に基づき、市の保健師が指導

人間ドック…450人
脳ドック……700人

人間ドック…50人
脳ドック…100人

１

２

３

決定された
医療機関へ予約４ 健診で

健康状態の確認４

結果通知書などを送付
特定健診・後期高齢者健診
の受診券を同封

３

６

ドックの受診 ６月１日(水)～平成29年3月31日(金)
※特定健診・後期高齢者健診も併せて実施５

当選 落選

（該当者のみ）

後期高齢者
医療制度

国　保

り
�
う
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マイナンバーカード交付までの期間　地方公共団体情報システム機構に申請が殺到して、交付までに最短で５カ月程かかっています。状況により、さらに期間
がかかることが予想されるのでご了承ください。また、通知カードを受け取っていない人は早めにお越しください。　問戸籍住民課（☎0570・08・5578）

　少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
で
�
人
間

関
係
が
希
薄
に
な
�
て
い
る
と
言
わ
れ

る
現
代
社
会
�
市
内
で
は
�
皆
さ
ん
の

暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
町

内
会
の
活
動
を
通
じ
て
�
地
域
住
民
同

士
の
﹁
顔
見
知
り
の
安
心
感
﹂
が
育
ま

れ
て
い
ま
す
�

　町
内
会
は
�
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住

ん
で
い
る
人
々
が
触
れ
合
い
の
場
を
つ

く
り
�
助
け
合
い
�
支
え
合
い
な
が
ら
�

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
あ
げ

る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
自
主
的
な
任
意

　
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
町
内
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
町
内
会
の
こ
と
を
知
っ
て
、
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
市
民
活
動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
０
）

問
い
合
わ
せ

み
ん
な
で
支
え
て
、
み
ん
な
で
つ
く
る

町
内
会
で
育
て
よ
う

地
域
の
輪

市内町内会の代表に聞きました市内町内会の代表に聞きました市内町内会の代表に聞きました

　町内会は、一部の人のためではなく、その地域
に住む全ての人が暮らしやすいよう取り組んでい
く、全世代が活躍すべき組織です。
　今、町内会は変遷期を迎えています。町内会の
参加者も高齢化していて、新たな人材、新たな知
恵を必要としています。
　現在、町内会活動に携わっていない人も、でき
る範囲で構わないので参加いただければ幸いです。
私たちの地域を私たちがよりよくしていくこと。
人ごとではなく自分のこととして捉えていただき、
住みよい地域にできるよう力を合わせましょう。

町
内
会
が
支
え
る

暮
ら
し
の
安
心

　

町
内
会
の
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
や
ア
イ
デ
ア
大
募
集
！

帯広市町内会連合会
会 長

高宮　裕 さん
団
体
で
す
�

　現
在
市
内
に
は
約
７
７
０
の
町
内
会

が
あ
り
�
日
々
の
暮
ら
し
に
密
接
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
�

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
�
防
犯
灯
や

ご
み
ス
テ
�
シ
�
ン
の
維
持
管
理
を
は

じ
め
�
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
見

守
り
や
広
報
お
び
ひ
ろ
の
配
布
�
清
掃

活
動
な
ど
を
行
い
�
私
た
ち
の
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
�
そ

の
活
動
費
は
�
主
に
地
域
の
皆
さ
ん
の

町
内
会
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
�

　住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
�
町

内
会
の
取
り
組
み
を
知
�
て
�
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
�

　町
内
会
の
行
事
の
情
報
や
町
内
会
活

動
の
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
�
よ
り
よ

い
地
域
に
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

　町
内
会
へ
の
加
入
や
活
動
の
相
談
も
�

市
民
活
動
推
進
課
で
受
け
付
け
て
い
ま

す︵
Ｆ
23
・
０
１
５
６
� 

activ
e@

city
.

ob
ih

iro.h
ok

k
aid

o.jp

︶�

新しくできた町内会に聞きました新しくできた町内会に聞きました新しくできた町内会に聞きました

　むつみ公園（西17南４）の北側はもともと空き
地でしたが、あっという間に数十戸の住宅が建て
られました。小さな子どもがいる世帯も多く、防
犯灯のない住宅地に不安の声が多くなりました。
まずは防犯灯を設置することを目的に、昨年６月
に町内会を発足しました。
　以来、地域の皆さんとバーベキューや新年会を
行って交流しています。ここで皆さんと出会った
のも何かのご縁。地域の絆を強くして、大人も子
どもも楽しい地域・安心できる地域を目指してい
きたいですね。

新緑むつみ町内会
会 長

吉澤　智幸 さん

▲QRコードで
簡単アクセス

▲加入受付は
こちら

身近にあるこんなこと、町内会がやっています身近にあるこんなこと、町内会がやっています身近にあるこんなこと、町内会がやっています

安心と安全の地域づくり

見守りと助け合い 住みよい環境づくり

・広報おびひろの配布
・回覧物や町内会だより
による地域情報の共有

・親睦行事（花見・新年
会など）の実施

・広報おびひろの配布
・回覧物や町内会だより
による地域情報の共有

・親睦行事（花見・新年
会など）の実施

情報共有・親睦

・自主防災組織の結成、
防災訓練などの実施

・防犯灯の設置や維持管
理

・防犯パトロールなど

・自主防災組織の結成、
防災訓練などの実施

・防犯灯の設置や維持管
理

・防犯パトロールなど

・除雪困難者宅前などの
除雪

・子どもたちの登下校時
の見守り

・独居高齢者などへの声
掛けや日頃の見守り

・子ども会活動

・除雪困難者宅前などの
除雪

・子どもたちの登下校時
の見守り

・独居高齢者などへの声
掛けや日頃の見守り

・子ども会活動

・ごみステーションの選
定や維持管理

・資源集団回収
・公園やチビッ子広場、
植樹升などの維持管理

・ごみステーションの選
定や維持管理

・資源集団回収
・公園やチビッ子広場、
植樹升などの維持管理

できる範囲で構わない
全世代で地域を支えたい

若者目線で
楽しくつながる町内会に

町内会の活動を通じて地域の絆を強くしている



マイナンバーカード交付窓口の臨時開設のお知らせ　4月9日（土）、23日（土）、5月14日（土）、28日（土）に臨時開設します。帯広市から交付通知書が
届いた人はご利用ください。時間8時45分～16時30分　場市庁舎３階大会議室　問戸籍住民課（☎0570・08・5578）
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子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

　子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種
に
は
�
保

健
福
祉
セ
ン
タ
�
で
行
う
﹁
集
団
接
種
﹂

と
�
実
施
医
療
機
関
で
行
う
﹁
個
別
接

種
﹂
が
あ
り
�
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
�︵
表
１
︶

　病
気
や
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
り
�

対
象
年
齢
や
接
種
回
数
が
異
な
り
ま
す
�

　集
団
接
種
の
日
時
や
会
場
�
個
別
接

種
の
実
施
医
療
機
関
な
ど
は
�
市
庁
舎

総
合
案
内
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
�
�
各

コ
ミ
セ
ン
に
配
置
し
て
あ
る
﹁
平
成
28

年
度
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
こ
ど
も
編
﹂

　平
成
27
年
に
市
内
で
発
生
し
た
火
災

の
件
数
は
�
前
年
と
同
じ
50
件
で
し
た
�

︵
表
１
︶ 

　出
火
原
因
の
84
％
が
失
火
︵
う
�
か

り
や
油
断
な
ど
︶
で
す
�
た
ば
こ
や
電

気
関
係
な
ど
�
生
活
に
身
近
な
も
の
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
�
︵
表
２
︶

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
で
死
者
な
し

　過
去
５
年
間
の
失
火
を
原
因
と
し
た

住
宅
火
災
に
つ
い
て
�
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
状
況
で
比
較
す
る
と
�
設

置
し
て
い
る
世
帯
で
は
死
者
が
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
�︵
表
３
︶ 

 
　ま
た
�
設
置
し
て
い
る
世
帯
の
方
が

火
災
発
生
の
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
�︵
表
４
︶ 

　火
災
か
ら
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め

に
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
�
損

害
の
減
少
や
火
災
の
抑
制
に
も
つ
な
が

�
て
い
ま
す
�

火
災
を
な
く
す
た
め
に

　ど
ん
な
火
災
で
も
最
初
は
小
さ
な
炎

か
ら
始
ま
り
ま
す
�
火
の
取
り
扱
い
は

も
ち
ろ
ん
�
電
気
機
器
の
点
検
・
交
換

な
ど
�
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
﹁
火
の
用

心
﹂
に
努
め
ま
し
�
う
�

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
死
亡
率
が
高

い
病
気
や
重
い
後
遺
症
に
つ
な
が
る
病
気
の
効
果
的
な
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
０
）

問
い
合
わ
せ

予
防
接
種
で

病
気
を
防
ぐ

平
成
28
年
度
定
期
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
火
災
に
関
す
る
こ
と
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
局
予
防
課
（
西

６
南
６
、
☎
26
・
9
1
2
４
）、
救
急
に
関
す
る
こ
と
は
、
帯
広
消
防
署
救
急
課

（
西
６
南
６
、
☎
26
・
9
1
3
2
）

問
い
合
わ
せ

平
成
27
年
の

火
災
と
救
急

平
成
27
年
中
の
火
災
発
生
状
況
と

救
急
出
動
状
況

　平
成
27
年
に
救
急
車
が
出
動
し
た
件

数
は
６
７
７
５
件
で
�
前
年
に
比
べ
て

97
件
減
少
し
�
搬
送
し
た
人
数
も
77
人

減
少
し
て
６
１
４
０
人
で
し
た
�
毎
年

増
加
し
て
い
た
救
急
出
動
件
数
と
搬
送

人
員
が
�
６
年
ぶ
り
に
減
少
し
ま
し
た
�

　１
日
当
た
り
の
出
動
件
数
は
約
19
件

で
�
年
間
で
は
市
民
の
27
人
に
１
人
が

搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
�

搬
送
者
の
約
53
％
が
軽
症
者

　搬
送
し
た
人
の
う
ち
�
約
53
％
は
入

院
を
せ
ず
帰
宅
し
た
軽
症
者
で
し
た
�

中
に
は
酒
酔
い
�
虫
歯
が
痛
い
�
診
察

の
順
番
を
早
め
た
い
な
ど
�
本
来
�
救

急
車
を
利
用
す
る
必
要
が
な
い
人
も
い

ま
し
た
�

一
人
ひ
と
り
の
協
力
と
理
解
が
必
要

　数
日
前
か
ら
症
状
が
あ
る
も
の
の
病

院
を
受
診
せ
ず
�
悪
化
し
た
た
め
救
急

車
を
要
請
し
た
ケ
�
ス
も
あ
り
ま
し
た
�

救
急
車
の
台
数
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
�

症
状
が
あ
れ
ば
�
そ
の
時
点
で
自
ら
受

診
し
て
く
だ
さ
い
�
呼
吸
が
な
い
�
噴

き
出
す
よ
う
な
出
血
が
あ
る
な
ど
�
本

当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
�

た
め
ら
わ
ず
利
用
し
て
く
だ
さ
い
�

医
療
機
関
が
知
り
た
い
と
き
は

　休
日
や
夜
間
な
ど
の
当
番
病
院
を
知

り
た
い
と
き
は
�
帯
広
市
急
病
テ
レ
ホ

ン
セ
ン
タ
�
か
�
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
�
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

◆
帯
広
市
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
�

　

☎
26
・
１
０
９
９

◆
北
海
道
救
急
医
療
情
報
案
内
セ
ン
タ

�

　
　０
１
２
０
・
２
０
・
８
６
９
９

︵
携
帯
電
話
か
ら
は
☎
０
１
１
・
２
２

１
・
８
６
９
９
︶

年
間
50
件
の

火
災
が
発
生

年
間
50
件
の

火
災
が
発
生

救
急
出
動
が

６
年
ぶ
り
に
減
少

救
急
出
動
が

６
年
ぶ
り
に
減
少

や
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
�

定
期
予
防
接
種
に
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
が
追
加
さ
れ
ま
す

　今
年
度
の
対
象
者
な
ど
�
詳
細
は
広

報
お
び
ひ
ろ
５
月
号
�
市
ホ
�
ム
ペ
�

ジ
に
掲
載
し
ま
す
�
︵
表
１
下
段
︶

高
齢
者
の
定
期
予
防
接
種

　高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
�

５
月
下
旬
に
�
対
象
年
齢
の
人
に
お
知

ら
せ
を
郵
送
す
る
予
定
で
す
�

　対
象
年
齢
や
実
施
医
療
機
関
は
�
市

庁
舎
総
合
案
内
�
各
支
所
�
各
コ
ミ
セ

ン
に
チ
ラ
シ
を
配
置
し
て
い
る
ほ
か
�

市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
�

な
お
�
４
月
中
に
接
種
を
希
望
さ
れ
る

人
は
事
前
に
健
康
推
進
課
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
�

表４

0

1

2

3

設置あり

１万世帯あたりの出火率
（件／１万世帯）

設置なし

1.1

2.5

表３

0

2

4

6

8

（人）

設置あり

死者数

設置なし

0

6

表１  子どもの予防接種の種類と対象

 対象疾病 ワクチン 対　　　　　象 回数 

結核 BCG １歳になる前日まで（５カ月児健診で実施） １回 

ヒブ感染症 ヒブ
 生後２カ月～４歳児 

４回
 

  ※ただし、接種開始月齢によって接種回数は異なります。

小児の 小児用 生後２カ月～４歳児 
４回

肺炎球菌感染症 肺炎球菌 ※ただし、接種開始月齢によって接種回数は異なります。

ジフテリア
百日せき 

四種混合 生後３カ月～７歳６カ月になる前日まで ４回
破傷風
ポリオ    

麻疹 麻疹
 １期　１歳児 １回

風疹 風疹混合
 ２期　年長児 

１回
  （平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ）  

水痘（水ぼうそう） 水痘 １～２歳児 ２回 

ジフテリア 
二種混合 11～13歳の誕生日前日まで １回

破傷風  

  小学６年生～高校１年生相当の女子
子宮頸がん予防  ※現在、積極的勧奨をしていません。 ３回
  　接種を希望する人は、医師に相談してください。 

  １期　生後６カ月～７歳６カ月になる前日まで
 日本脳炎 （ただし、生年月日により平成28年度の対象が決めら ３回
 

ワクチン
 れています。詳細は広報おびひろ５月号に掲載します）

  ２期　９歳～13歳の誕生日の前日まで １回

日本脳炎

ヒトパピ
ローマ
ウイルス
ワクチン

集
団
接
種

個
　
別
　
接
　
種

表２　主な出火原因

順位 出火原因

１位 たばこ

 電灯・
 電話などの配線
２位
 配線器具

 ストーブ

３位 排気管

 放火

表１　平成27年火災発生状況
 平成２７年 平成２6年 増減
火災件数　（件） 50 50 ±0
　建物火災 30 31 －1
　　住宅 16 10 6
　　事業所など 14 21 －7
　車両火災 9 3 6
　林野火災 1 0 1
　その他火災 10 16 －6
　　野火 4 10 －6
　　工作物など 6 6 ±0
死者数　　（人） 1 3 －2
負傷者数　（人） 11 8 3

※すでに対象期間が過ぎている20歳未満の人も、年度によって接種
できます。平成28年度の対象者は広報おびひろ５月号でお知らせし
ます。ただし、平成８年４月２日～平成９年４月１日生まれの人
は、誕生日前日までが定期予防接種となり、残りの回数は任意予防
接種（有料）となります。接種を希望する人は、市ホームページに
掲載している実施医療機関で、４月１日以降に接種してください。

平成28年度
より追加



●９ ●　広報おびひろ 平成28年４月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　　＝Ｅメール　HP＝ホームページ

司法書士無料法律相談会（予約制）　多重債務、相続に関する手続き、登記、成年後見などの相談に応じます。　日４月19日(火)、18時～20時　場とか
ちプラザ（西４南13）　申・問４月12日(火)までに、電話で司法書士総合相談センター（☎0154・41・8332）へ。

①イベント・教室名
（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下の場合は学校名・
　学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限必着
で１人（組）１通。直接窓口で申し込む場
合は、返信用のはがきをお持ちください。

　申し込み方法など、特に記載のない
ものは、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合わせ
ください。（施設ごとに業務時間が異な
ります）

市役所代表
（☎２４・４１１１、Ｆ２３・０１５１）
市役所本庁舎業務時間
（月～金曜日  8時45分～17時30分）
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

帯広市からの

お知らせお知らせ

４月４月４月

宇宙を身近に感じよう！

ゆるりと森づくりを楽しもう

　
当
館
所
蔵
の
大
正
時
代
の
桃
太
郎
の

人
形
や
銅
製
の
か
ぶ
と
な
ど
を
展
示
。

日
４
月
６
日
㈬
〜
５
月
８
日
㈰
、
９
時

〜
17
時

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

　
新
聞
を
持
ち
寄
り
、
回
し
読
み
し
て
、

気
に
な
っ
た
記
事
を
４
〜
５
人
の
グ
ル

ー
プ
で
発
表
・
意
見
交
換
す
る
。
当
日

の
朝
刊
な
ど
は
用
意
あ
り
。

日
４
月
９
日
㈯
、
10
時
15
分
〜
11
時
45

分場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
３
月
21
日
（振）
か
ら
各
開
催

日
の
前
日
ま
で
に
、電
話
で
帯
広
の
森
・

は
ぐ
く
ー
む（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・

６
２
０
０
）
へ
。

◆
み
ん
な
で
森
を
は
ぐ
く
�
む
�
春
�

　
道
づ
く
り
、
森
の
清
掃
、
き
こ
り
体

験
、
木
の
工
作
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
森

づ
く
り
を
行
う
。

日
４
月
９
日
㈯
、
10
時
〜
15
時

定
先
着
15
人

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
�
春
�

　
第
２
柏
林
台
川
周
辺
の
森
で
、
春
の

花
や
生
き
物
を
観
察
す
る
。
帯
広
の
森

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
駐
車
場
集
合
、
解
散
。

日
４
月
17
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
30
人

◆
帯
広
の
森
ト
ラ
ベ
ル
ツ
ア
�

　
植
樹
し
た
林
や
自
然
林
な
ど
の
多
様

な
森
や
周
辺
の
施
設
を
巡
り
、
帯
広
の

森
の
歴
史
や
見
ど
こ
ろ
を
知
る
。

日
４
月
23
日
㈯
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
15
人

◆
グ
リ
�
ン
ウ
�
ド
ワ
�
ク
︵
小
物
作

り
︶

　
森
で
間
伐
体
験
を
し
て
切
っ
た
木
を

使
い
、
木
の
家
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
作

る
。

日
４
月
24
日
㈰
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
15
人

◆
春
の
小
さ
な
森
づ
く
り

　
森
に
生
え
て
い
る
幼
樹
を
利
用
し
て
、

盆
栽
風
の
小
さ
な
鉢
植
え
を
作
る
。

日
５
月
１
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

定
先
着
15
人

費
３
０
０
円

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
４
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
�
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
４
月
９
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
４
月
10
日
㈰
、
10
時
〜
12
時

◆
第
１
回
星
の
観
察
会
﹁
月
と
木
星
を

見
よ
う
﹂

　
星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
順

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
４
月
22
日
㈮
、
19
時
〜
20
時
30
分

問
帯
広
消
防
署
指
導
課
（
西
６
南
６
、

☎
26
・
９
１
３
１
）

◆
不
要
な
消
火
器
の
回
収

　
古
く
な
り
、
不
要
に
な
っ
た
消
火
器

を
有
料
で
回
収
。

日
４
月
23
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

場
消
防
庁
舎
（
西
６
南
６
）

費
１
０
０
０
円
程
度

◆
春
の
火
災
予
防
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
帯
広
店
自
衛
消

防
隊
と
消
防
署
の
特
別
救
助
隊
、
消
防

隊
、
は
し
ご
隊
に
よ
る
合
同
訓
練
を
実

施
。
訓
練
終
了
後
、
消
防
車
の
展
示
や

住
警
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
消
防
士
体

験
な
ど
を
開
催
。
雨
天
決
行
。

日
４
月
24
日
㈰
、
11
時
〜
14
時

場
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
帯
広
店
屋
外
駐

車
場
（
稲
田
町
南
８
線
）

◆
不
要
な
ラ
イ
タ
�
の
無
料
回
収

　
不
要
に
な
っ
た
ラ
イ
タ
ー
を
春
の
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
回
収
し
ま
す
。

最
寄
り
の
消
防
署
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
調
査

　
春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
の
把
握
と
、

設
置
や
維
持
管
理
の
お
願
い
の
た
め
、

国
の
調
査
方
法
に
基
づ
き
、
市
内
約
３

０
０
件
を
抽
出
し
、
消
防
職
員
が
各
住

宅
の
訪
問
調
査
を
実
施
。

　
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
併
せ
て
、
子

ど
も
も
大
人
も
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
図
書
館（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）
へ
。

◆
こ
う
さ
く
教
室
�
て
づ
く
り
で
伝
え

る
あ
り
が
と
う
�

　
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
贈
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
手
作
り
す
る
。

日
４
月
23
日
㈯
、
14
時
〜
15
時
30
分

定
先
着
20
人

申
込
期
間
４
月
９
日
㈯
〜
22
日
㈮

◆
な
り
き
り
図
書
館
員

　
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
や
普
段
は
見
ら

れ
な
い
裏
側
業
務
を
体
験
す
る
。

対
小
学
生

日
５
月
５
日
㈷
、
①
11
時
〜
、
②
11
時

30
分
〜
、
③
14
時
〜
、
④
14
時
30
分
〜
、

⑤
15
時
〜
、
⑥
15
時
30
分
〜
、
い
ず
れ

も
20
分
程
度

定
各
回
抽
選
１
人

申
込
期
間
４
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰

　
女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
４
月
20
日
㈬
、
13
時
〜
15
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会（
☎
24
・

５
８
５
３
）

担
当
課
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
市
庁

舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
）

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

ロ
ビ
ー
展
「
五
月
人
形
展
」

朝
活
ニ
ュ
ー
ス
カ
フ
ェ

ま
わ
し
よ
み
新
聞

第
58
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

〜
四
角
い
本
に  

ま
あ
る
い
心
〜

春
の
火
災
予
防
運
動

４
月
20
日
〜
30
日

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

場野草園（緑ケ丘２）
問児童会館（緑ケ丘２、☎24・2434）
◆野草園臨時開園

　春先にしか見ることのできない花を
楽しむ。
日４月23日(土)～28日(木)、９時～15時
◆野草園開園の集い

　４月29日(祝)～10月31日(月)までの
開園を記念して、開園初日の来園者に
花の苗を無料配布（当日、整理券配布
200人）。野草園
運営委員の園内
案内もあり。
日４月29日(祝)、
10時～12時

野草園で
春の花を楽しもう！

エゾノリュウキンカ



広報おびひろ　●10 ●平成28年４月号 対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

障害年金講座と無料相談会　障害年金のことを社会保険労務士が分かりやすく解説します。約１時間の講座終了後、希望者の相談に応じます。　日４月24
日(日)、13時30分～17時　場とかちプラザ（西４南13）　定先着20人　申・問前日までに、電話で関根労務行政事務所(☎28・3570)へ。

　
出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
・
場
①
４
月
９
日
㈯
、消
防
庁
舎（
西

６
南
６
）、
②
19
日
㈫
、
南
出
張
所（
西

17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

費
５
０
０
円

申
・
問
①
は
４
月
２
日
㈯
ま
で
、
②
は

４
月
12
日
㈫
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救

急
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、

☎
26
・
９
１
３
２
）
へ
。

　
初
め
て
の
人
で
も
楽
し
め
る
押
し
花

教
室
。

日
４
月
28
日
㈭
、
５
月
26
日
㈭
、
６
月

30
日
㈭
、
全
３
回
、
10
時
〜
12
時

定
抽
選
20
人

費
６
４
８
０
円

場
・
申
・
問
４
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
９
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

農
園
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・
2472
西
22
条
南

６
丁
目
６
、
☎
36
・
８
０
９
５
）
へ
。

　
日
常
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
基
礎
的
な

知
識
を
学
ぶ
、
４
〜
11
月
ま
で
の
年
間

７
回
の
講
座
。

　
１
回
目
は
「
油
断
し
な
い
で
！
あ
な

た
も
狙
わ
れ
て
い
る
〜
特
殊
詐
欺
の
様

々
な
手
口
と
そ
の
対
策
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
嵐
勉
氏
（
帯
広
信
用
金
庫
営
業
推

進
部
）
を
講
師
に
、
特
殊
詐
欺
の
手
口

と
対
策
な
ど
を
学
ぶ
。

日
４
月
22
日
㈮
、
10
時
〜
11
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
先
着
１
５
０
人

申
・
問
４
月
１
日
㈮
〜
21
日
㈭
ま
で
に
、

安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎

65
・
４
１
３
２
）
へ
。

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
﹁
史
料
か
ら
み
る
依
田

勉
三
・
晩
成
社
２
﹂

　
晩
成
社
や
依
田
勉
三
の
足
跡
を
、
当

時
の
史
料
を
読
み
解
き
な
が
ら
紹
介
。

日
４
月
23
日
㈯
、
14
時
〜
16
時

◆
博
物
館
で
学
ぶ
連
続
講
座
﹁
発
見
！

つ
な
が
る
・
生
き
も
の
ネ
�
ト
ワ
�
ク
﹂

　
緑
ヶ
丘
公
園
で
見
つ
け
た
生
き
物
を

調
べ
、
つ
な
が
り
を
図
に
す
る
。

対
小
学
４
年
生
以
上

日
５
月
14
日
㈯
、
６
月
25
日
㈯
、
７
月

９
日
㈯
、
８
月
20
日
㈯
、
全
４
回
、
９

時
〜
12
時

定
先
着
15
人

費
４
０
０
円

申
４
月
12
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈭
ま
で
に
、

百
年
記
念
館
へ
。

　
外
国
人
向
け
の
生
活
に
必
要
な
日
本

語
を
学
ぶ
講
座
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
外
国
人

日
５
月
10
日
〜
７
月
12
日
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
、
①
「
楽
し
い
会
話
」
10
時
〜

12
時
、
②
「
初
級
Ⅰ
・
初
級
Ⅱ
」
18
時

〜
20
時

場
市
庁
舎

申
・
問
４
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭
ま
で
に
、

親
善
交
流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
３
３
）
へ
。

　
５
〜
10
月
に
開
催
す
る
健
康
や
ス
ポ

ー
ツ
、
音
楽
、
書
道
、
語
学
、
料
理
な

ど
の
講
座
の
受
講
生
を
募
集
。
詳
細
は

総
合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）、
と
か
ち

プ
ラ
ザ
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
に
配
置
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
の
開
催
講
座
は
、

託
児
可
能
。

対
18
歳
以
上

申
・
問
４
月
６
日
㈬
〜
19
日
㈫
、
い
ず

れ
も
10
時
〜
21
時
30
分
ま
で
に
直
接
、

と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
、
☎
22
・

７
８
９
０
）
へ
。
西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
開

講
分
は
、
４
月
６
日
㈬
、
10
時
〜
11
時

の
み
西
帯
広
コ
ミ
セ
ン
（
西
23
南
２
）

で
も
受
け
付
け
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
折

り
込
み
の
郵
便
振
替
用
紙
で
の
申
し
込

み
も
可
能
。

講
座
・
教
室

講
座
・
教
室

普
通
救
命
講
習

消
費
者
講
座

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

初
め
て
の
押
し
花
教
室

３
カ
月
コ
ー
ス

プ
ラ
ザ
･
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

平
成
28
年
度
前
期
講
座

日
本
語
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

L
e
t
’s  

　L
e
a
r
n
　Ja
p
a
n
e
s
e
!

ＺＵＭＢＡ＆ウエーブストレッチ、ヨ
ガ、ダンス・フィットネス、太極拳、
気功、フラダンス、硬式テニスなど　
コーラス、カラオケ、ゴスペル
書道、美文字入門、油絵、パステル画
英会話（入門、初級、中級）、韓国語
源氏物語（初級、中級）
パッチワークキルト、刺しゅう、ちぎ
り絵、アロマテラピー、着物、絵手紙
華道、茶道、料理など　

健康・スポーツ

音　　楽
書道・絵画
語　　学
文　　学

趣味・手工芸

そ の 他

種　類 講　　　座
ズ 　 ン 　 バ

　百年記念館の展示室を案内するための、基本的
な郷土の知識を学ぶ。同館の展示解説ボランティ
アとして活動したい人は、引き続き応用編で学習
することも可能。
対十勝管内在住で、全ての講座に参加できる人
日５月13日、27日、６月10日、24日、７月８日の
金曜日、全５回、
10時～12時
定先着20人
申・問４月１日
(金)～５月12日
(木)までに、百
年記念館（緑ケ
丘２、☎24・53
52）へ。

百年記念館の展示がわかる
～解説ボランティア入門講座～
百年記念館の展示がわかる
～解説ボランティア入門講座～
百年記念館の展示がわかる
～解説ボランティア入門講座～

場幸福駅（幸福町東１線161）
申・問幸福駅ハッピーダイヤル（☎67・6611）
担当課観光課（市庁舎７階、☎65・4169）
◆ハッピーセレモニー参加者募集

　恋人の聖地「幸福駅」で、大切な人とウエディング
体験をしませんか。
日４月29日～11月３日の金・土・日曜日、祝日、11時
～14時。７月16日(土)～８月31日(水)は毎日開催
費２人１組５２９０円（基本プラン、靴は持参）
申込期限希望日の５日前まで
◆オープニングセレモニー参加者募集

　今年最初のハッピーセレモニーの参加者を募集。オ
ープニングセレモニーは、特別仕様の内容です。２人
のすてきな思い出を作ってみませんか。
日４月29日(祝)、13時～13時30分
定先着２組

幸福駅  ハッピーセレモニー幸福駅  ハッピーセレモニー幸福駅  ハッピーセレモニー
～大切な人とすてきな思い出を～～大切な人とすてきな思い出を～

幸福の鐘を鳴らします

展示解説の様子

（※ヨガの一部は西帯広コミセンでも開講あり）

レ
ッ
ツ

　
　ラ 

ー 

ン

　
　  

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ



●11 ●　広報おびひろ 平成28年４月号問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　　＝Ｅメール　HP＝ホームページ

ひとり親家庭の無料法律相談会　離婚、親権、消費者金融など弁護士による相談会。 対十勝管内在住のひとり親家庭の親 日４月15日(金)、13時～15時の
間で１人30分 定先着４人 場・申・問４月８日(金)までに、電話で母子家庭等就業・自立支援センター（公園東町３、グリーンプラザ内、☎20・7751）へ。

　
楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
５

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

対
18
歳
以
上

日
５
月
６
日
〜
24
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
〜
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
〜
20
時
30
分

定
各
先
着
20
人

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

場
・
申
・
問
４
月
５
日
㈫
〜
19
日
㈫
ま

で
に
、
直
接
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南

13
、
☎
22
・
７
８
９
０
）
へ
。

 

種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
農
作
業
体

験
と
、
収
穫
し
た
農
産
物
の
調
理
、
加

工
を
通
し
て
農
と
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ
。

対
小
学
３
年
生
以
上
で
自
力
で
作
業
が

で
き
る
人
。
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

日
５
月
〜
翌
年
１
月
の
毎
月
１
回
、
土

曜
日
を
予
定

定
先
着
12
人

費
年
会
費
１
人
２
０
０
０
円
。
ペ
ア
、

親
子
で
の
参
加
は
１
人
１
５
０
０
円
。

他
に
材
料
費
な
ど
実
費

場
・
申
・
問
４
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
ま

で
に
、
電
話
で
と
か
ち
大
平
原
交
流
セ

ン
タ
ー
（
川
西
町
基
線
61
、
☎
53
・
４

７
８
０
）
へ
。

　
食
育
や
子
育
て
の
在
り
方
な
ど
、
家

庭
で
の
教
育
に
生
か
せ
る
知
識
を
学
ぶ
。

子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
、
乳
幼
児

学
級
、
小
学
学
級
、
中
学
学
級
、
放
送

利
用
学
級
の
４
区
分
全
12
学
級
開
設
。

未
就
学
児
の
託
児
も
あ
り
。

対
保
護
者

日
５
月
〜
翌
年
２
月
ま
で
の
月
１
〜
２

回
、
平
日
の
午
前

場
小
学
校
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
な
ど

費
年
間
３
０
０
０
円
程
度

申
・
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

０
０
）
へ
。

　
地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
先
着
❶
❷
各
10
人
、
❸
20
人

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八

千
代
町
西
４
線
、☎
60
・
２
５
１
４
）へ
。

❶
チ
�
ズ
教
室
︵
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
︶

日
①
４
月
２
日
㈯
、
②
16
日
㈯
、
い
ず

れ
も
10
時
〜
16
時

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
４
月
１
日
㈮
、
②
14
日
㈭

❷
ソ
�
セ
�
ジ
教
室
︵
プ
レ
�
ン
ほ
か

全
３
種
�
計
約
７
０
０
グ
ラ
ム
︶

日
４
月
10
日
㈰
、
10
時
〜
14
時

費
２
２
０
０
円

申
込
期
限
４
月
７
日
㈭

❸
ソ
�
セ
�
ジ
教
室
︵
約
２
５
０
グ
ラ

ム
︶

日
４
月
24
日
㈰
、
10
時
〜
14
時

費
１
０
０
０
円

申
込
期
限
４
月
21
日
㈭

場
・
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　
対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
〜
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
希
望
者
に

は
、
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

対
平
成
27
年
10
月
生
ま
れ

日
４
月
12
日
㈫
、
19
日
㈫
、
27
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
26
年
９
月
生
ま
れ

日
４
月
14
日
㈭
、
20
日
㈬
、
26
日
㈫

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
25
年
３
月
生
ま
れ

日
４
月
７
日
㈭
、
13
日
㈬
、
21
日
㈭

◆
ほ
ん
わ
か
フ
�
ミ
リ
�
教
室

　
妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
９
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
５
月
15
日
㈰
、
13
時
〜
15
時
30
分

申
４
月
25
日
㈪
〜
５
月
11
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
障
害
福
祉
課

（
市
庁
舎
１
階
、☎
65
・
４
１
４
７
）へ
。

◆
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
手
話
初
心
者
が
、
ろ
う
者
と
簡
単
な

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
入

門
・
基
礎
講
座
。
テ
キ
ス
ト
が
必
要
な

人
は
実
費
負
担
あ
り
。

日
▽
夜
の
部
、
４
月
19
日
〜
翌
年
３
月

21
日
の
火
曜
日
、
全
40
回
、
19
時
〜
21

時
▽
昼
の
部
、
４
月
22
日
〜
翌
年
３
月

24
日
の
金
曜
日
、全
40
回
、10
時
〜
12
時

場
市
庁
舎
10
階
会
議
室

定
各
抽
選
30
人

申
込
期
間
４
月
１
日
㈮
〜
12
日
㈫

◆
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

　
会
話
や
講
演
内
容
な
ど
を
文
字
で
伝

え
る
技
法
を
学
ぶ
。

日
４
月
26
日
〜
７
月
26
日
の
火
曜
日
、

全
13
回
、
10
時
〜
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
抽
選
20
人

申
込
期
間
４
月
１
日
㈮
〜
19
日
㈫

　
水
泳
を
通
じ
て
水
に
親
し
み
、
体
力

の
増
進
や
自
立
心
を
養
う
。

対
特
別
支
援
学
級
通
級
者
を
含
む
身
体

障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い

る
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
５
月
11
日
〜
７
月
27
日
の
水
曜
日
、

全
12
回
、
18
時
〜
19
時

場
帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル
（
南
町
南
７

線
56
）

定
先
着
30
人

費
保
険
料
の
み
実
費

申
・
問
４
月
１
日
㈮
〜
25
日
㈪
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０
１
、

Ｆ
25
・
９
７
０
３
）
へ
。

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
健

康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）
へ
。

◆
か
ら
だ
ス
�
キ
リ
講
座
﹁
春
か
ら
始

め
る
運
動
�
１
日
１
０
０
０
歩
を
プ
ラ

ス
し
よ
う
﹂

　
講
話
と
簡
単
な
体
操
や
筋
ト
レ
を
行

う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
４
月
７
日
㈭
、
10
時
〜
11
時
30
分

定
先
着
40
人

申
込
期
限
４
月
５
日
㈫

◆
か
ら
だ
ス
�
キ
リ
講
座
﹁
健
診
は
病

気
の
予
防
の
第
一
歩
﹂

　
講
話
と
簡
単
な
体
操
や
筋
ト
レ
を
行

う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
４
月
22
日
㈮
、
10
時
〜
11
時
30
分

定
先
着
40
人

申
込
期
限
４
月
20
日
㈬

◆
健
康
づ
く
り
教
室
﹁
チ
�
レ
ン
ジ
ス

リ
ム
コ
�
ス
﹂

　
保
健
師
の
講
話
や
運
動
を
通
し
て
、

生
活
改
善
に
取
り
組
む
。
実
践
期
間
中

は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
運

動
の
講
座
に
週
２
回
参
加
可
能
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
。
全
３
回
に

参
加
で
き
る
人

日
４
月
27
日
㈬
、
６
月
８
日
㈬
、
７
月

27
日
㈬
、
全
３
回
、
９
時
30
分
〜
12
時

定
先
着
20
人

申
込
期
限
４
月
20
日
㈬

　
簡
単
な
体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

入
浴
、
温
泉
療
法
医
な
ど
の
講
話
を
聞

い
て
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
前

期
利
用
者
は
後
期
（
11
月
〜
翌
年
３

月
）
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人

日
５
月
〜
９
月
の
月
・
水
曜
日
は
10
時

〜
12
時
、
金
曜
日
は
14
時
〜
15
時
30
分
。

い
ず
れ
か
の
曜
日
を
５
カ
月
間
利
用
で

き
る
。
金
曜
日
は
入
浴
な
し
。

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
各
曜
日
20
人（
新
規
・
年
長
者
優
先
）

費
入
浴
す
る
場
合
１
０
０
円

申
・
問
４
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
ま
で
に
、

高
齢
者
福
祉
課（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・

４
１
４
５
）
へ
。

自
給
自
足
体
験

家
庭
教
育
学
級

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

障
害
福
祉
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

第
42
回
か
っ
ぱ
水
泳
教
室

健
康
推
進
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

パソコン始めよう！

ワード＆エクセル入門

ワード＆エクセル＆パワー
ポイント入門

ワード入門

最新！Ｗｉｎｄｏｗｓ10

資格を取得するワード①

講　座　名 日　程

午前

午後

夜間

午前

午後

夜間

毎
週
火
・
木

毎
週
水
・
金

プ
ラ
ザ
･
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

パ
ソ
コ
ン
講
座

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ

な
ど
の
加
工
体
験
教
室

い
き
い
き
温
泉
（
前
期
）
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剣道無料体験会　初心者向けに、竹刀を使った簡単な練習の体験会をします。竹刀などは貸し出します。 対年長児に当たる幼児～中学生 日４月中の毎週
火・金曜日、いずれも18時30分～19時30分　場総合体育館（大通北１）　申・問電話で総合体育館剣道少年部・大野（☎090・5079・1135）へ。

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
９
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
体
育

館
（
〒
080
・
0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
48
・
８
９

１
２
）
へ
。

◆
ビ
ギ
ナ
�
ズ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
︵
１
回

目
︶

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

の
有
酸
素
運
動
と
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
、
体
力
向
上
と
健
康
の
増
進
を
図
る
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
５
月
９
日
〜
７
月
11
日
の
月
曜
日
、

全
10
回
、
13
時
〜
14
時

定
抽
選
25
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
４
月
15
日
㈮

◆
ス
ト
レ
�
チ
バ
レ
エ
︵
ビ
ギ
ナ
�
ズ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　２
回
目
︶

　
バ
レ
エ
と
陰
ヨ
ガ
の
要
素
を
取
り
入

れ
、
姿
勢
改
善
と
血
行
を
促
進
し
て
身

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
５
月
12
日
〜
７
月
21
日
の
木
曜
日
、

全
10
回
、
10
時
〜
11
時

定
抽
選
25
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
４
月
18
日
㈪

◆
ヨ
ガ
教
室
︵
１
回
目
︶

　
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
や
動
き
を
行
い
、
柔

軟
な
筋
力
を
つ
け
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
５
月
23
日
〜
７
月
11
日
の
月
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
抽
選
35
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
４
月
28
日
㈭

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
９
頁
）
を
書
い
て
、
帯

広
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番
地
、
帯
広
の
森
運

動
公
園
内
、
☎
48
・
２
４
０
１
）
へ
。

◆
ノ
ル
デ
�
�
ク
ウ
オ
�
キ
ン
グ

　
２
本
の
ポ
ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使

っ
て
野
外
を
歩
く
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
効

果
の
高
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
教
室
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
５
月
11
日
〜
６
月
１
日
の
水
曜
日
、

全
４
回
、
10
時
〜
11
時
30
分

定
抽
選
20
人

費
３
０
０
０
円

申
込
期
限
４
月
28
日
㈭

◆
硬
式
テ
ニ
ス
ナ
イ
タ
�
教
室

　
硬
式
テ
ニ
ス
の
基
本
を
習
得
す
る
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
初
心

者
、
中
級
者

日
５
月
24
日
〜
７
月
26
日
の
火
曜
日
、

全
10
回
、
19
時
〜
21
時

場
帯
広
の
森
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
南
町
南

７
線
56
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
）

定
抽
選
40
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
５
月
10
日
㈫

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の

記
載
事
項
」（
９
頁
）
を
書
い
て
、
総

合
体
育
館
（
〒
080
・
0030
大
通
北
１
丁
目

１
、
☎
22
・
７
８
２
８
）
へ
。

◆
親
子
体
操
教
室

　
平
均
台
・
ボ
ー
ル
・
跳
び
箱
・
縄
跳

び
な
ど
を
使
い
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
る
。

対
市
内
在
住
の
年
中
児
に
当
た
る
幼
児

〜
小
学
１
年
生
と
保
護
者

日
５
月
10
日
〜
６
月
２
日
の
火
・
木
曜

日
、
全
８
回
、
16
時
〜
17
時
30
分

定
抽
選
25
組

費
２
８
０
０
円

申
込
期
限
４
月
26
日
㈫

◆
ヘ
ル
ス
ア
�
プ
教
室
﹁
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
﹂

︵
１
回
目
︶

　
ラ
テ
ン
系
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
、
体

力
向
上
と
健
康
の
増
進
を
図
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
５
月
10
日
〜
６
月
28
日
の
火
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
〜
10
時
45
分

定
抽
選
20
人

費
３
５
０
０
円

申
込
期
限
４
月
26
日
㈫

◆
ビ
ギ
ナ
�
ズ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
︵
１
回

目
︶

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど

の
有
酸
素
運
動
と
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

で
、
体
力
向
上
と
健
康
の
増
進
を
図
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
５
月
19
日
〜
７
月
21
日
の
木
曜
日
、

全
10
回
、
①
初
級
コ
ー
ス
10
時
〜
11
時
、

②
中
級
コ
ー
ス
11
時
15
分
〜
12
時
15
分

定
各
抽
選
、
①
20
人
、
②
30
人

費
各
３
５
０
０
円

申
込
期
限
５
月
６
日
㈮

◆
バ
レ
ト
ン

　
姿
勢
を
整
え
て
Ｏ
脚
の
矯
正
に
も
効

果
が
あ
る
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
と
バ
レ
エ
の

要
素
を
取
り
入
れ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
１
日
〜
７
月
20
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
13
時
〜
14
時

定
抽
選
30
人

費
３
２
０
０
円

申
込
期
限
５
月
18
日
㈬

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
９
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒
080
・
0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

◆
小
学
１
�
３
年
生
の
年
間
水
泳
教
室

　
水
慣
れ
か
ら
水
泳
の
基
礎
を
学
び
、

泳
ぐ
力
を
身
に
付
け
る
。

対
市
内
在
住
の
小
学
１
〜
３
年
生
の
初

心
者

日
５
月
19
日
〜
翌
年
３
月
16
日
の
木
曜

日
、
全
38
回
▽
Ａ
コ
ー
ス
17
時
〜
17
時

50
分
▽
Ｂ
コ
ー
ス
18
時
〜
18
時
50
分

定
各
コ
ー
ス
抽
選
60
人

費
１
万
９
０
０
０
円

申
込
期
限
４
月
22
日
㈮

◆
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
入
門
︵
１
回
目
︶

　
初
心
者
に
も
、
簡
単
な
ス
テ
ッ
プ
の

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
５
月
25
日
〜
７
月
13
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
〜
20
時
50
分

定
抽
選
20
人

費
4
０
０
０
円

申
込
期
限
４
月
27
日
㈬

◆
ピ
ラ
テ
�
ス
︵
２
回
目
︶

　
呼
吸
を
意
識
し
た
動
き
で
、
全
身
の

筋
強
化
や
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
を

高
め
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
６
日
〜
７
月
25
日
の
月
曜
日
、

全
８
回
、
10
時
〜
10
時
50
分

定
抽
選
25
人

費
4
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
18
日
㈬

◆
ヨ
�
ガ
︵
２
回
目
︶

　
初
心
者
向
け
の
ポ
ー
ズ
と
呼
吸
法
を

学
び
、
身
体
の
柔
軟
性
を
高
め
る
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

日
６
月
６
日
〜
７
月
25
日
の
月
曜
日
、

全
８
回
、
20
時
〜
20
時
50
分

定
抽
選
25
人

費
4
０
０
０
円

申
込
期
限
５
月
18
日
㈬

　
５
月
下
旬
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
公

共
の
花
壇
を
彩
る
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参

加
団
体
を
募
集
。
７
・
８
月
に
現
地
審

査
を
行
い
、
９
月
に
優
秀
団
体
を
表
彰
。

　
参
加
団
体
へ
は
、
花
壇
の
面
積
に
応

じ
て
花
の
苗
の
一
部
（
１
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
た
り
２
株
）
を
助
成
。

対
町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、

学
校
、
各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど

申
・
問
４
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮
ま
で
に
、

み
ど
り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・

４
１
８
６
）
へ
。

　
購
入
時
に
助
成
の
対
象
と
な
る
、
生

ご
み
堆
肥
化
容
器
と
電
動
生
ご
み
処
理

機
を
販
売
す
る
登
録
販
売
店
を
募
集
。

対
市
内
に
小
売
店
な
ど
が
あ
る
個
人
か

法
人

申
・
問
４
月
１
日
㈮
〜
11
日
㈪
ま
で
に
、

清
掃
事
業
課
に
配
置
の
販
売
店
登
録
届

を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
同
課
（
〒
080
・

2464
西
24
条
北
４
丁
目
１
、
☎
37
・
２
３

１
１
）
へ
。
販
売
店
登
録
届
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
能
。

　
市
内
公
園
の
ト
イ
レ
や
水
飲
み
場
、

噴
水
、
水
路
は
４
月
28
日
㈭
か
ら
通
水

し
ま
す
。
西
帯
広
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
西

帯
広
公
園
の
水
路
は
５
月
１
日
㈰
か
ら

通
水
し
ま
す
。

問
み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー
（
緑
ケ
丘

２
、
☎
21
・
３
１
７
２
）

募

　集

募

　集

第
33
回
帯
広
を
緑
と
花
で
つ
つ
む

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
参
加
団
体
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

帯
広
の
森
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

帯
広
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
体
育
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

帯
広
の
森
市
民
プ
ー
ル

か
ら
の
お
知
ら
せ

昨年度の入賞花壇

生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
の

登
録
販
売
店
を
募
集

ビ
ジ
ネ
ス

ビ
ジ
ネ
ス

　基本的な工作技術を習得し、アイデアに
基づいた作品を作り、発明につなげる。
対小学４年生～中学２年生
日５月14日～翌年３月11日の主に第２・４
土曜日、９時30分～11時30分
定先着20人
費１２００円と保険料
場・申・問４月
１日(金)～21日
(木)までに、児
童会館（緑ケ丘２、
☎24・2434）へ。

帯広少年少女
発明クラブ員
帯広少年少女
発明クラブ員
帯広少年少女
発明クラブ員 募集募集

公
園
施
設
の
水
道
を

開
栓
し
ま
す

案

　内

案

　内

ズ

　ン

　バ
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金
曜
日
収
集
地
区
の
人
は
午
前
９
時

ま
で
に
分
別
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
、
決

め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
清
掃
事
業
課
（
西
24
北
４
、
☎
37
・

２
３
１
１
）

　
学
校
給
食
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

給
食
費
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
期
日

内
に
忘
れ
ず
納
入
し
ま
し
ょ
う
。
納
入

先
は
各
学
校
、
納
入
相
談
は
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
南
町
南
８
線

42 

｜ 

３
、
☎
49
・
１
９
０
０
）

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
と
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

対
市
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
、
所

有
者
ま
た
は
同
一
世
帯
の
家
族
な
ど

持
ち
物
印
鑑
（
法
人
は
代
表
者
印
）
と

本
人
確
認
で
き
る
も
の
。
代
理
人
の
場

合
は
代
理
人
選
任
届

日
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

場
・
問
資
産
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
２
２
）

 

改
定
後
の
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６

２
６
０
円
で
す
。

 

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
加
入
し
、
そ
の
納
付
状

況
に
よ
っ
て
年
金
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

 

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
国
民
年
金
保

険
料
の
未
納
が
あ
る
と
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
る
場
合
や
、
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
住
民
課（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・

４
１
４
３
）、
帯
広
年
金
事
務
所
（
西

１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３
）

　
国
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
な
ど

に
伴
い
、
洪
水
時
に
円
滑
で
安
全
な
避

難
を
確
保
す
る
た
め
に
、
建
物
の
上
層

階
へ
の
避
難
を
考
慮
し
た
垂
直
避
難
が

位
置
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
避
難
所
の
取

り
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

 

詳
細
は
、
本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４

１
０
３
）

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
青
少
年
の

健
や
か
な
成
長
を
見
守
る
た
め
に
、
指

導
協
力
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
街
頭

巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
４

〜
12
月
ま
で
で
、
昼
夜
合
わ
せ
て
３
６

６
回
の
巡
回
指
導
を
行
い
、
４
１
５
回

の
声
掛
け
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
内
訳
は
、
小
・
中
学
生
の
大
型
店
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
利
用
に
関
す
る

校
則
指
導
が
66
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー
の
指
導
が
29

％
で
し
た
。
喫
煙
な
ど
不
良
行
為
は
１

％
程
度
で
し
た
。

　
引
き
続
き
、
巡
回
指
導
を
行
う
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
青
少
年
課
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
市

庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

　
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
室
の
開
室
時
間

が
、
月
・
金
曜
日
は
13
時
〜
17
時
（
予

約
不
要
、
入
室
は
16
時
30
分
ま
で
）、

火
曜
日
は
18
時
〜
20
時
で
予
約
制
と
な

り
ま
す
。
前
日
の
17
時
ま
で
に
、
電
話

な
ど
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
分

の
予
約
は
、
３
月
22
日
㈫
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

問
農
村
振
興
課（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・

４
１
７
３
）

◆
森
林
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
４
月
10
日
〜
５
月
20
日
は
春
の
林
野

火
災
予
防
強
調
期
間
で
す
。
山
火
事
の

多
く
は
、
ご
み
焼
き
や
た
ば
こ
な
ど
が

原
因
で
す
。
山
林
の
近
く
で
は
、
火
の

取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
森
林
伐
採
は
事
前
に
相
談
を

　
市
内
に
あ
る
森
林
を
伐
採
す
る
と
き

は
届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

伐
採
を
検
討
し
て
い
る
人
は
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
耕
地
防
風
林
の
植
栽
を
支
援
し
ま
す

　
耕
地
防
風
林
は
風
害
か
ら
耕
地
を
守

り
、
農
作
物
の
増
収
・
品
質
向
上
の
ほ

か
、
十
勝
の
農
村
景
観
の
形
成
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
。
耕
地
防
風
林
を
造
成

す
る
た
め
、
苗
木
代
を
助
成
し
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
適
切
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
ず
放
置

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
空
き
家
は
、
周
囲

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
空
き
家
の
所
有
者
や
管
理
者
は
、

適
切
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
た
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
建
築
指
導
課（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・

４
１
８
０
）

国
民
年
金
の
保
険
料
が

４
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す

青
少
年
の
見
守
り
と
健
全

育
成
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

災
害
時
の
避
難
所
の
取
り
扱
い

な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
室
の

開
室
時
間
が
変
わ
り
ま
す

農
村
振
興
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

空
き
家
に
関
す
る
窓
口
を

開
設

４
月
29
日
㈮「
昭
和
の
日
」は

通
常
通
り
ご
み
を
収
集
し
ま
す

給
食
費
を
納
入
し
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
の
縦
覧
と
閲
覧

問環境都市推進課（市庁舎８階、☎65・4136）
　犬の飼い主は、飼い犬の登録と毎年１回の狂犬病予防注射を受けさせることが、狂犬
病予防法で義務付けられています。
◆犬の登録手続き

　環境都市推進課や川西・大正支所で手続きができます。
　多くの動物病院などでも登録手続きができますので、各動物病院へ問い合わせください。
　飼い犬の死亡や飼い主が変わったとき、飼い主の氏名や住所に変更があった場合は、
環境都市推進課へ届け出が必要です。
◆狂犬病予防注射

　狂犬病予防注射は、動物病院などでいつでも接種できます。注射を受けると狂犬病予
防注射済証と済票（プレート）が交付されます。
　済票がない人は、狂犬病予防注射済証を持参して、環境都市推進課で済票の交付を受
けてください。
◆狂犬病予防集合注射

　会場と時間を確認の上、直接お越しください。
　悪天候などの場合、中止することがあります。大正・川西地区の集合注射日程は広報
おびひろ５月号でお知らせします。
費３１１０円

◆会場では混雑が予想されます。安全の
ため、犬が興奮した時に抑えられる人が
連れてきてください。

※当日はつり銭のないようご協力をお願い
します。

犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに

つつじが丘福祉センター 西24南３
高等看護学院 西11南39
栄福祉センター 西17北１ 
明和福祉センター 西19南４
保健福祉センター 東８南13

西帯広コミセン 西23南２
みなみ野福祉センター 南の森東２
啓北コミセン 西13北２
若葉福祉センター 西17南５
緑栄福祉センター 西９南28

10時～11時

13時～14時

4月17日(日)実施
狂犬病予防集合注射会場



４月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、４月６日（水）、20日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、
４月13日（水）、27日（水）です。　問清掃事業課(西24北４、☎37・2311)

広報おびひろ　●14 ●平成28年４月号

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
６月号掲載の受付締め切りは４月15日㈮です。
　　　　広報広聴課（市庁舎3階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
６月号掲載の受付締め切りは４月15日㈮です。
　　　　広報広聴課（市庁舎3階、☎65・4109）

みんなの
広 場
みんなの
広 場

問い合わせ

　若
い
時
に
生
活
力
を
身
に
付
け
る
た

め
�
男
女
問
わ
ず
家
事
の
基
本
を
学
ぶ

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
�
詳
細
は
帯
広

友
の
会
ホ
�
ム
ペ
�
ジ︵h

ttp
://w

w
w

.oc

tv.n
e
.jp

/~
o
b
ito

m
o
/

︶を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

日
時
４
月
９
日
〜
９
月
24
日
の
第
２
・

第
４
土
曜
日
�
全
10
回
�
13
時
〜
17
時

定
員
先
着
12
人

費
用
２
万
５
０
０
０
円
︵
材
料
費
含
む
︶

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
話

で
帯
広
友
の
会
︵
西
17
南
３
�
☎
36
・

０
７
０
１
︶
へ
�

 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　タ
ブ
レ
�
ト
端
末
の
基
本
操
作
や
活

用
方
法
を
学
び
ま
す
�

対
象
タ
ブ
レ
�
ト
端
末
使
用
初
心
者

日
時
①
４
月
14
日
㈭
�
15
日
㈮
�
②
４

月
21
日
㈭
�
22
日
㈮
�
い
ず
れ
も
13
時

〜
15
時
�
各
コ
�
ス
２
回
ず
つ

場
所
か
じ
の
ビ
ル
︵
西
２
南
10
︶

定
員
各
抽
選
11
人

費
用
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
４
月
10
日
㈰

︵
消
印
有
効
︶
ま
で
に
�
は
が
き
に
コ

�
ス
番
号
�
住
所
�
氏
名
�
電
話
番
号

を
書
い
て
�
と
か
ち
シ
ニ
ア
ネ
�
ト
・

高
橋
︵
〒
080
・
0012
西
２
条
南
10
丁
目
10
�

か
じ
の
ビ
ル
４
階
�
☎
０
９
０
・
８
６

３
４
・
９
６
５
７
︶
へ
�

　
　
　

　健
康
年
齢
の
チ
�
�
ク
や
�
脳
ト
レ

運
動
�
介
護
制
度
に
関
す
る
講
演
の
他
�

個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す
�

日
時
・
場
所
▽
４
月
15
日
㈮
�
緑
�
丘

福
祉
セ
ン
タ
�
︵
西
14
南
17
︶
▽
19
日

㈫
�
広
陽
福
祉
セ
ン
タ
�
︵
西
19
南
３
︶

▽
26
日
㈫
�
明
和
福
祉
セ
ン
タ
�
︵
西

19
南
４
︶�い
ず
れ
も
13
時
〜
14
時
30
分

定
員
各
先
着
30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
前
日
ま
で
に
�

電
話
で
社
会
参
加
型
デ
イ
サ
�
ビ
ス
さ

く
ら
︵
☎
38
・
２
５
５
５
︶
へ
�

　　　十
勝
の
大
豆
を
使
�
て
�
み
そ
︵
約

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
︶
と
�
お
か
ず
を
一
品

作
り
ま
す
�

日
時
４
月
16
日
㈯
�
9
時
30
分
〜
12
時

場
所
あ
お
ぞ
ら
工
房
︵
清
川
町
西
１
︶

定
員
先
着
15
人

費
用
５
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
４
月
10
日
㈰

ま
で
に
�
電
話
で
お
び
ひ
ろ
の
味
銀
行
・

高
島
︵
☎
37
・
２
７
０
１
�
18
時
以
降
︶へ
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る
海
外
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
の
体
験
談
�
事
業
説
明
�
応
募

相
談
を
行
い
ま
す
�
当
日
会
場
へ
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
�

対
象
20
〜
69
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
の
人

日
時
４
月
16
日
㈯
�
10
時
〜
12
時

場
所
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
︵
帯
広
︶︵
西
20

南
６
︶

定
員
先
着
50
人

問
い
合
わ
せ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
︵
札
幌
︶

市
民
参
加
協
力
課
︵
☎
０
１
１
・
８
６

６
・
８
４
２
１
︶

　
　

　　日
比
野
正
氏
︵
中
札
内
村
在
住
︶
を

ゲ
ス
ト
に
�﹁
田
舎
暮
ら
し
﹂
を
テ
�

マ
に
講
演
と
ト
�
ク
を
し
ま
す
�

日
時
４
月
17
日
㈰
�
15
時
〜
16
時

場
所
と
か
ち
プ
ラ
ザ
︵
西
４
南
13
︶

問
い
合
わ
せ
北
海
道
シ
�
プ
・
ブ
リ
�

デ
�
ン
グ
・
サ
�
ビ
ス
代
表
福
井
︵
☎

42
・
５
１
９
５
︶

　　４
月
か
ら
始
ま
る
水
泳
教
室
の
指
導

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
�
年
長
児
〜
小

学
６
年
生
ま
で
を
対
象
に
�
毎
週
水
・

金
曜
日
の
週
２
回
︵
週
１
回
で
も
可
︶
�

17
時
〜
18
時
ま
で
の
１
時
間
指
導
し
ま

す
�
年
齢
�
性
別
�
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
話
で
ノ
�

ス
ス
ト
ロ
�
ク
ス
ポ
�
ツ
少
年
団
代
表

東
野
︵
☎
25
・
５
３
０
３
�
ま
た
は
０

９
０
・
１
３
８
２
・
３
９
２
７
︶
へ
�

　　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
自
動
車
事
故

対
策
機
構
釧
路
支
所
︵
☎
０
１
５
４
・

51
・
７
３
３
７
︶
へ
�

◆
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付（
無
利
子
）

　自
動
車
事
故
で
�
亡
く
な
�
た
り
重

い
後
遺
障
害
が
残
�
た
人
の
子
ど
も
で
�

中
学
校
卒
業
ま
で
の
人
に
�
育
成
資
金

を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
�

貸
付
金
額
１
人
当
た
り
一
時
金
15
万
５

千
円
�
以
後
月
額
２
万
円
�
小
・
中
学

校
入
学
時
に
４
万
４
千
円

返
済
方
法
20
年
以
内
で
の
均
等
払
い

◆
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

　自
動
車
事
故
で
�
脳
な
ど
に
損
傷
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
体
験
講
座

第
22
回
「
十
勝
・
マ
イ
ナ
ー
校
」

交
通
事
故
被
害
者
援
護
制
度

飼育担当　杉本　美紀

●種名：コモンリスザル
●性別：オス

ZOOレターZOOレターZOOレター
お母さんはだれ？リスザルの「くりみつ」

動物園のいまをお届け

▷問　動物園（緑ケ丘２、☎24・2437）

 いつもめまぐるしく動き回っているリスザルの

群れ。その中でちょっとたどたどしい動きをして

いる小さな１頭が、昨年「マロン」の三男として

生まれた「くりみつ」です。

　ある日のこと、くりみつを背負っているのはマ

ロンではないメスでした。「くりみつの母親はマ

ロンではなかったの！？」と混乱しましたが、ど

うやら世話好きの“近所のおばちゃん”に遊んで

もらっているようです。よく観察していると「ほ

ら、私の背中にお乗り！」と促している大人のメ

スが他にもいます。でもくりみつは、お気に入り

のおばちゃんの背中にしか乗らないようです。

　あまりにずっとこのおばちゃんの背中にいるので、「本当のお母さんとはどうなったの？」と心配にな

りますが、ちゃんと母親マロンのもとに戻っておっぱいを飲んでいる姿を確認し、安心するのでした。

●生年月日：平成27年9月29日
●好きな食べ物：バナナ

健
康
寿
命
を
延
ば
す
！

「
生
涯
現
役
講
座
」

若
い
人
の
た
め
の
生
活
講
習

　
　
　
　
　

「
暮
ら
し
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
塾
」

み
そ
作
り
の
講
習
会

水
泳
教
室
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　あなたのお口の中の「唾

液」。普段、意識したこと

はありますか？本書は、健

康・元気・ヤル気・笑顔の

源に“唾液あり！”と説い

ています。唾液が持ってい

るすごい力を解説するとと

もに、唾液が増える生活習

慣・お顔のエクササイズを具体的に紹介していま

す。唾液の量と質、お口の健康が、全身の健康や

病気に関係してきます。目指せ！お口の健康維持。

そして、延ばそう！健康寿命。

図書館のオススメ図書館のオススメ図書館のオススメ図書館のオススメ

▷問　図書館（西２南14、☎22・4700） 

体の不調は
「唾液」を増やして解消する

著　　者…森　昭
出 版 社…ＰＨＰ研究所

（表紙画像使用許諾済）

進学や就職、職場での異動など生活環境が大きく変わるこ
の時期。図書館２階の健康・医療情報コーナー“か・ら・だ
♪ナビ”より、健康力アップに役立つ本を紹介します。

くりみつ

近所のおばちゃん

この背中が落ち着くのです

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

ジ
ャ
イ
カ
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（　0120・20・
8699、携帯電話／ＰＨＳ☎011・221・8699）

休日・夜間の急病は

受
け
て
介
護
が
必
要
な
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
�

支
給
額
障
害
の
程
度
に
よ
り
月
額
２
万

９
２
９
０
円
〜
13
万
６
８
８
０
円

　　
　

　平
成
29
年
の
お
題
は
﹁
野
﹂
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
�
詠
進
要
領
や
注
意
事
項

な
ど
は
宮
内
庁
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ

︵h
ttp

://w
w
w
.k
u
n
a
ich

o
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o
.jp

/
︶で

確
認
で
き
ま
す
�
疑
問
が
あ
る
場
合
は

郵
送
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

詠
進
の
期
限
９
月
30
日
㈮
︵
消
印
有
効
︶

問
い
合
わ
せ
９
月
20
日
㈫
ま
で
に
宮
内

庁
︵
〒
100
・
8111
宮
内
庁
式
部
職
︶

　
　
　
　

受
験
資
格

⑴
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

　４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

⑵
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

　人
で
�
大
学
を
卒
業
し
た
な
ど
別
に

　定
め
る
人

申
し
込
み
４
月
１
日
㈮
９
時
〜
13
日
㈬

ま
で
に
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
︵h

ttp
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w
w
w
.jin

ji-sh
ik
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o
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/ju
k
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tm

l

︶

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
北
海
道
労
働
局
︵
☎
０
１

１
・
７
０
９
・
２
３
１
１
︶�
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　　　札
幌
国
税
局
で
は
�
国
税
局
や
税
務

署
で
�
税
の
ス
ペ
シ
�
リ
ス
ト
と
し
て

活
躍
す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
ま
す
�

受
験
資
格

⑴
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

　４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

⑵
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

　人
で
�
大
学
を
卒
業
し
た
な
ど
別
に

　定
め
る
人

申
し
込
み
４
月
１
日
㈮
９
時
〜
13
日
㈬

ま
で
に
�
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
︵h

ttp
://

w
w
w
.jin

ji-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju

k
e
n
.h
t

m
l

︶
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課

採
用
担
当
︵
☎
０
１
１
・
２
３
１
・
５

０
１
１
︶�
ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署

　
申
し
込
み
各
申
込
期
間
に
ホ
�
ム
ペ
�

ジ︵h
ttp

://w
w
w
.jin

ji-s
h
ik
e
n
.g
o
.

jp
/
ju
k
e
n
.h
tm

l

︶
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
�

・
総
合
職
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）
４

　月
１
日
㈮
〜
11
日
㈪

・
一
般
職
（
大
卒
程
度
）
４
月
８
日
㈮

　〜
20
日
㈬

・
一
般
職
（
高
卒
者
・
社
会
人
）
６
月

　20
日
㈪
〜
29
日
㈬

問
い
合
わ
せ
人
事
院
北
海
道
事
務
局
第

二
課
試
験
係
︵
☎
０
１
１
・
２
４
１
・

１
２
４
８
︶

　　帯
広
駐
屯
地
内
に
あ
る
﹁
十
勝
飛
行

場
﹂
周
辺
の
一
定
地
域
内
で
は
�
航
空

法
に
よ
り
高
さ
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
�

　制
限
空
間
内
で
建
物
や
ア
ン
テ
ナ
な

ど
の
設
備
の
使
用
・
設
置
�
ク
レ
�
ン

な
ど
を
使
用
す
る
際
は
�
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
帯
広
駐
屯
地
業
務
隊
管
理

科
︵
☎
48
・
５
１
２
１
︶

　年
度
内
に
１
回
�
加
入
者
の
健
診
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
�
35
〜
74
歳

の
被
保
険
者
は
﹁
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
﹂
を
�
40
〜
74
歳
の
被
扶
養
者
は
﹁
特

定
健
康
診
査
﹂
を
受
け
ら
れ
ま
す
�
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

問
い
合
わ
せ
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海

道
支
部
︵
☎
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３

５
２
︶

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

国
家
公
務
員
採
用
試
験

帯
広
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
採
用
試
験

　歓送迎会などでお酒を飲む機会が増える季節になりました。全
国では、急性アルコール中毒で死亡するケースが発生しています。
特に大学生や新社会人などの若者は、飲酒の経験が浅く、自分の
適量を知らないことが多いため、一緒に飲む人も、無謀な飲酒に
注意を払う必要があります。

協
会
け
ん
ぽ
の
健
診
を

受
け
ま
せ
ん
か

なるほど　身守り術なるほど　身守り術なるほど　身守り術なるほど　身守り術
ブ
ヨ
ブ
ヨ
の
カ
エ
ル

写
真
・
文
　
　
　
　
　
　
　

百
年
記
念
館

　
　
　
　
　
　
池
田
　
亨
嘉

ふ
る
さ
と
見
聞
録

ふ
る
さ
と
見
聞
録

　水
辺
に
春
の
到
来
を
知
ら
せ
る
エ
ゾ

ア
カ
ガ
エ
ル
�
冬
眠
明
け
の
姿
を
写
真

に
収
め
ま
し
た
�
よ
く
見
る
と
�
見
慣

れ
た
カ
エ
ル
の
姿
と
ち
�
�
と
違
い
ま

す
�
な
ん
だ
か
ブ
ヨ
ブ
ヨ
と
し
て
�
体

に
﹁
ひ
だ
﹂
が
あ
り
ま
す
�

　エ
ゾ
ア
カ
ガ
エ
ル
は
冬
の
間
�
川
や

池
の
底
で
じ
�
と
し
て
い
ま
す
�
11
月

ご
ろ
に
小
川
の
底
を
掘
り
返
し
て
み
る

と
カ
エ
ル
を
見
つ
け
た
り
�
湧
き
水
の

出
口
付
近
に
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
�

も
う
秋
の
う
ち
に
冬
眠
す
る
場
所
に
来

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�

　カ
エ
ル
に
は
魚
の
よ
う
な
﹁
え
ら
﹂

が
な
い
の
で
�
水
の
中
で
は
皮
膚
か
ら

酸
素
を
取
り
入
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
�

水
中
に
い
る
時
間
が
長
い
冬
の
間
は
�

体
の
表
面
積
を
大
き
く
す
る
の
で
�
冬

眠
か
ら
目
覚
め
た
ば
か
り
の
と
き
は
�

皮
膚
が
余
�
て
ブ
ヨ
ブ
ヨ
に
な
る
よ
う

で
す
�

　４
月
上
旬
�
水
の
中
の
石
を
ひ
�
く

り
返
す
と
�
ブ
ヨ
ブ
ヨ
に
な
�
た
カ
エ

ル
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�

安心安全メモ安心安全メモ安心安全メモ安心安全メモ ▷問　安心安全推進課（市庁舎３階、☎65・4131）

交差点での安全確認の練習をしよう
　通学時などに、道路への飛び出しによる交通事故を防ぐため、
通学路などのいつも通る交差点で、次の3つを練習しましょう！

みぎ！

ひだり！

ピタッ！

● 道路を渡るときの３つの約束 ●
①止まる
道路を渡る前に必ず止まる

と

②見る
左右、前後が安全かよく見る

み

③待つ
車などが通っていたら安全になるまで待つ

ま

「急性アルコール中毒」に注意！

①自分の適量を知り、その日の体調に注意する。空腹のときは
飲酒しない。
②短時間で多量に飲酒しない。
③「一気飲み」はしない。「一気飲ませ」もしない。
④泥酔した人には常に誰か付き添い、1人にしない。
⑤泥酔した人が吐いた場合は、吐いたものがのどに詰まらな
いように回復体位にする。

回復体位

もう一度

みぎを見て
！

飲 酒 時 の 注 意 点

▷問　健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9721）

上側の手の甲に顔を乗せる 上側の膝を約90度に曲げる

大人が手本
に

なりましょ
う

平
成
29
年
歌
会
始
の
お
題
と

詠
進
に
つ
い
て

う
た
か
い
は
じ
め

ゆ
き
よ
し



◆テレビ　市役所だより（OCTV11ch）
　毎日4回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
 （FM-JAGA77.8MHz）9：15～9：20
おびひろ広報メモ
 （FM-WING76.1MHz） 9：30～9：35

市政のお知らせを放送しています

広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月１回発行
●発行日/平成28年４月1日　●部数/7万8000部　●製作・印刷/アド・プリント　●広告取扱/モデル広告社

　百年記念館で
さまざまな演奏
者を迎えて行わ
れているロビー
コンサート。今
回は帯広三条高
校の現役・卒業
生によるクラシ
ックコンサート
を開催しました。
音楽の道を志す若者たちの演奏を楽しもうと、立ち見が
出るほど多くの観客が訪れました。
　全16曲をそれぞれソロで披露。トランペットやホルン
などの生き生きとした音色と美しい歌声が館内に響き渡
り、観客を魅了しました。（２月28日、百年記念館）

おかげさまで図書館開館10周年おかげさまで図書館開館10周年

第332回百年記念館ロビーコンサート第332回百年記念館ロビーコンサート

Obihiro Camera ReportObihiro Camera Reportカメラレポカメラレポオビヒロオビヒロ 　「糖尿病予防」
をテーマに、か
らだスッキリ講
座が行われ、
20～70代の男
女30人が参加
しました。保健
師から、糖尿病
の原因となるイ
ンスリンの働き
や食事の取り方

などの講話を聞いたあと、オビロビ（市が考案したエア
ロビクス）やステップ台などで体を動かしました。参加
者からは、「じわじわ汗をかく」「すっきりした」との
声が聞かれました。（２月25日、保健福祉センター）

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

広報おびひろの感想を聞かせてください　
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために
「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、　   report@city.
obihiro.hokkaido.jp）

広報おびひろ　●16 ●平成28年４月号

感謝状を贈呈された皆さん

　現在地での開館10周年記念行事の一つとして、「色か
らもらうパワー！」と題したインテリア教室が図書館で行
われました。食欲が増したり元気が出る色、位置関係の
錯覚が起きたり、体感温度が変わる色など、人が色彩か
ら受ける影響の事例や日常生活への活用方法を、分かり
やすく紹介していました。（２月27日、上写真）
　翌週は、10年以上にわたってボランティア活動で図書
館を支えている皆さんへ感謝状贈呈が行われました。館
内には市民とともに歩んだ図書館の軌跡を紹介する展示
コーナーが設置され、館内喫茶感謝フェアや朗読会など
数々の行事が行われました。（３月６日、図書館、右写真）

からだスッキリ講座からだスッキリ講座

夢かなうまち

帯広市図書館

おびひろおびひろ

帯広市長  米沢 則寿市長コラム

ん
で
き
た
図
書
館
�
こ
の
10
年
間
に
�

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
の
総

額
は
約
１
億
円
に
な
り
ま
す
�
開
館
当

時
�
約
34
万
冊
だ
�
た
蔵
書
は
�
図
書

購
入
の
予
算
に
加
え
て
�
こ
う
し
た
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
�
今
で
は
�

約
52
万
冊
に
な
り
ま
し
た
�

　図
書
館
の
運
営
に
お
い
て
も
�
館
内

の
生
け
花
や
観
葉
植
物
の
管
理
�
障
害

の
あ
る
方
に
対
す
る
音
訳
や
宅
配
な
ど

を
行
う
�
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
�

　先
日
�
本
の
修
理
や
布
の
本
の
製
作
�

朗
読
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
行
�
て
い
る

﹁
帯
広
図
書
館
友
の
会
﹂
の
活
動
の
場

に
お
伺
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
�

会
員
た
ち
の
性
別
や
年
齢
な
ど
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
�
本
や
図
書
館
を
愛
す
る

強
い
気
持
ち
を
�
皆
さ
ん
が
共
通
し
て

持
�
て
お
り
�
お
互
い
を
尊
重
し
て
�

生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
活
動
し
て
い

る
姿
を
拝
見
し
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
の
あ

る
べ
き
姿
と
い
う
も
の
が
�
こ
の
図
書

館
に
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
�

　小
さ
な
子
ど
も
か
ら
�
学
生
�
社
会

人
�
お
年
寄
り
ま
で
�
幅
広
い
年
齢
の

人
た
ち
が
利
用
す
る
図
書
館
�
図
書
館

の
静
か
な
空
気
の
中
で
�
本
を
開
け
ば
�

際
限
の
な
い
知
の
世
界
が
�
そ
れ
ぞ
れ

の
人
の
中
に
広
が
り
ま
す
�

　字
が
ま
だ
読
め
な
い
子
ど
も
も
�
絵

本
を
め
く
る
紙
の
手
触
り
を
感
じ
な
が

ら
�
イ
ラ
ス
ト
な
ど
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
�

　仕
事
や
人
生
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が

ら
も
�
自
ら
を
成
長
さ
せ
て
�
将
来
に

向
け
て
チ
�
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
人

た
ち
が
�
異
な
る
考
え
方
や
未
知
の
世

界
を
知
り
�
輝
く
未
来
を
創
り
出
し
て

い
く
た
め
に
�
い
ろ
い
ろ
な
刺
激
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
�
皆
さ
ん
と

一
緒
に
�
そ
ん
な
図
書
館
に
育
て
て
い

け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
�

　帯
広
市
図
書
館
が
�
現
在
の
場
所
に

開
館
し
て
か
ら
�
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
�
図
書
館
建
設
に
あ
た
り
�
複
数
の

候
補
地
が
挙
げ
ら
れ
�
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
結
果
�
現
在
の
場
所
に
建

設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
�

　帯
広
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
南
に
�
図

書
館
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
�
と
か
ち

プ
ラ
ザ
�
文
化
ホ
�
ル
な
ど
の
社
会
教

育
施
設
が
�
こ
こ
に
集
積
し
て
い
ま
す
�

　ま
た
�
駅
南
の
公
園
大
通
の
東
側
に

は
�
レ
ン
ガ
造
り
の
ホ
テ
ル
�
図
書
館
�

金
融
機
関
が
並
ん
で
お
り
�
四
季
ご
と

に
色
合
い
を
変
え
る
街
路
樹
と
�
レ
ン

ガ
が
も
つ
暖
か
い
色
合
い
と
の
調
和
が
�

ま
ち
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
�

　ガ
ラ
ス
張
り
の
解
放
的
な
建
物
の
と

か
ち
プ
ラ
ザ
と
�
隣
接
す
る
南
公
園
の

芝
生
が
あ
い
ま
�
て
�
駅
南
の
景
観
は
�

十
勝
ら
し
い
広
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中

に
�
文
化
の
香
り
と
品
の
良
さ
を
感
じ

る
ま
ち
な
み
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
�

　開
館
当
初
か
ら
�
市
民
と
と
も
に
歩
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